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】欧
艸
に
お
け
る
独
立
国
と
し
て
の
小
国
の
地
位

　
ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
言
語
、
軍
隊
、
通
貨
を
め
ぐ
っ
て
一

若
　
松

新

は
じ
め
に

　
欧
州
に
お
け
る
小
国
は
、
ロ
ー
マ
教
皇
庁
の
あ
る
バ
チ
カ
ン
市
国
と
モ
ナ
コ
湾
に
面
し
た
要
塞
に
立
地
す
る
モ
ナ
コ
公
国
を
除
い
て
、

す
べ
て
山
岳
地
帯
と
い
う
陸
の
孤
島
に
あ
る
か
、
ま
た
は
文
字
通
り
絶
海
の
孤
島
に
あ
る
。
前
者
と
し
て
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
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1
）

（
い
偉
。
凶
夢
ぎ
σ
二
野
＝
Ω
小
さ
な
要
塞
の
意
味
）
大
公
国
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
国
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
、
ア
ン
ド
ラ
公
国
が
あ
り
、

後
者
と
し
て
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
、
マ
ル
タ
共
和
国
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
社
会
科
学
の
一
分
野
と
し
て
の
（
学
際
的
な
）

比
較
政
治
学
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
八
つ
の
国
家
（
図
表
－
を
参
照
）
に
お
け
る
「
言
語
と
人
口
」
、
「
軍
隊
と
国
土
」
、
「
通
貨
と
G
N
P
」

の
三
点
を
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
の
比
較
に
お
い
て
論
じ
た
い
。

　
な
お
「
大
公
（
O
鑓
コ
α
∪
爵
Φ
日
○
「
o
ゆ
ゴ
Φ
嵩
。
σ
q
）
」
と
は
、
「
王
族
・
君
主
（
竃
8
費
。
汀
竃
。
ロ
霧
笛
）
」
の
う
ち
「
国
王
（
凌
ぎ
⑰
q
”
内
α
三
α
q
）
」

よ
り
下
位
の
位
階
、
「
公
（
牢
ぎ
。
①
“
「
§
ω
併
）
」
よ
り
も
上
位
の
位
階
を
持
つ
者
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
君
主
国
（
ζ
o
旨
9
。
「
o
ξ
”
ζ
8
鷺
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図表1；欧州における八つの小国の言語（人ロ）、軍隊（面積）、通貨（GNP）とその場所
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アイスランド共和国

言語：アイスランド語。　　　　人口：25．8万人

軍隊：完全非武装国家で軍隊を持たないが、1949

　　　年にNATOに加盟した。51年にはアメリカ

　　　との防衛協定を締結し、以来米軍の国内駐

　　　留を認め、安全保障を米軍に委ねる政策を

　　　採っている。　　　　　　面積二103，106k㎡

通貨：アイスランド・クローネ

　　　　　　　　　　　　　GNP：58．14億ドル

ルクセンブルク大公国

言語：ルクセンブルク語（国語）。フランス語、ド

　　　イツ語（共に公用語）。一人口：37．8万人

軍隊：陸軍のみ。志願制。　　　　面積：2，586㎞

通貨：ルクセンブルク・フラン

　　　　　　　　　　　　GNP：117．61億ドル

リヒテンシュタイン公国

言語：ドイツ語。　　　　　　　人口：2．9万入

軍隊：なし。非武装中立主義を採り、軍隊は1868

　　　年に廃止された。　　　　　面積：160㎞1

通貨：スイス・フラン　　　GNP：11．61億ドル

モナコ公国

言語：フランス語（公用語）。紀伊混合語であるモ

　　　ナコ語あるいはモネガスク語。イタリア

　　　語、英語（共に通用語）。一人口：2．9万人

軍隊：なし。1918年の仏・モナコ条約により、フ

　　　ランスに領土の防衛を保障されている。一

通貨：フランス・フラン

面積：1．81㎞

GNP：2．9億ドル
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欧州における独立国としての小国の地位

も
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アンドラ公国

言語：カタロニア語（公用語）：

　　　　58％、フランス語：7％。

35％、スペイン語

人口　5．0万人

軍隊：なし。但し有事の際にはフランスがアンド

　　　ラを防衛することが壬想される。

通貨：フランス・フランおよびスペイン

　　面積：453㎞

　　　　：ペセタ

GNP：3，4億ドル

バチカン市国

言語：イタリア語、ラテン語（公用語）。

人口’767人

軍隊　なし。スイス人衛兵約100人が護衛を担う。

通貨：イタリア・リラ

面積：0、44㎞ド

GNP：不明

サンマリノ共和国

言語：イタリア語（公用語）。　　　人口：2．0万人

軍隊：国防、外交は全てイタリアに負ってきた

　　　が、1992年国連に加盟、自立を志向した。

　　　現在では城塞防衛隊、大評議会衛兵、憲兵

　　　隊（外国人民兵）、民兵隊（16～55歳の全市

　　　民）が存在する。　　　　　　面積：61㎞z

通貨：イタリア・リラ（但し、サンマリノ・リラを

　　　独自に貨幣鋳造している）

　　　　　　　　　　　　　GNP：1．77億ドル

マルタ共和国

言語：マルタ語（国語）。英語（公用語）。イタリア

　　　語（通用語）。　　　　　　人U：35．6万入

軍隊：約1600人の軍隊を持つ。志願制。

通貨　マルタ・リラ

　　　面示責．316㎞f

GNP：25．98億ドル

本図表は、若松ゼミ所属の奥田慎二氏が作成したものを、補完した。

本図表所収の地図は、『最新ヨーロッパ各国要覧』（東京書籍・1993年）の当該国の

項目による。また、言語、軍隊、通貨についての記述は、同書に基づき、更に『最

新世界各国要覧：六訂版』（東京書籍・1991年）、D67躍∫漉8γ既」’α～用αηασぬ

1994，Fischer　Taschenbuch　Verlag，1993．等により補完されている。
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〇
三
①
）
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
は
、
「
大
公
国
（
○
鑓
巳
0
9
ξ
”
O
「
o
こ
。
げ
Φ
「
N
o
σ
q
ε
ヨ
V
」
、
「
王
国
（
囲
ぎ
ぴ
q
匹
。
ヨ
“
閑
α
巳
ひ
q
ε
ヨ
）
」
、
「
公

国
（
牢
ぎ
6
首
餌
一
山
身
”
勾
葺
ω
8
昌
ε
日
）
」
と
な
る
。
ち
な
み
に
、
「
国
王
」
よ
り
上
位
の
位
階
を
持
つ
「
王
族
・
君
主
」
は
、
「
皇
帝
（
国
日
O
興
。
賃

　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

囚
巴
ω
興
）
」
と
称
し
、
そ
の
「
君
主
国
」
を
「
帝
国
（
国
ヨ
昔
話
”
囚
巴
ω
興
ε
ヨ
。
血
Φ
噌
囚
巴
ω
㊦
霞
Φ
8
『
）
」
と
言
う
こ
と
は
周
知
の
事
実
で

あ
る
。

　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
（
罎
。
耳
①
ω
ρ
三
2
）
は
、
そ
の
著
『
法
の
精
神
』
（
一
七
四
八
年
）
の
中
で
、
ω
「
共
和
制
」
の
国
は
、
「
小
さ
な
領

土
し
か
持
た
」
ず
、
②
「
君
主
国
は
中
庸
の
大
き
さ
で
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
㈹
「
大
帝
国
」
は
「
専
制
［
君
主
］
的
権
威
」
の
あ
る

「
統
治
者
」
の
下
に
あ
る
、
と
分
析
し
て
い
る
。
ロ
シ
ア
連
邦
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
（
切
。
「
凶
ω
肖
Φ
一
志
昌
）
大
統
領
が
、
民
主
主
義
者
と
し
て

登
場
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
果
と
し
て
（
チ
ェ
チ
ェ
ン
に
武
力
侵
攻
し
て
）
、
「
専
制
政
治
」
を
行
う
に
至
ら
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

㈲
の
証
左
で
あ
ろ
う
。
ω
と
②
に
つ
い
て
は
、
今
日
、
小
国
で
あ
っ
て
も
モ
ナ
コ
公
国
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
公
国
、
ア
ン
ド
ラ
公
国
等
の
君
主
国
が
存
在
し
、
中
規
模
の
国
で
あ
っ
て
も
共
和
国
－
例
え
ば
、
仏
、
独
、
伊
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

等
一
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
必
ず
し
も
妥
当
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
「
小
さ
な
共
和
国
で
は
、
公
共
善
は
よ
り
ょ
く
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

得
さ
れ
、
よ
り
ょ
く
認
識
さ
れ
、
各
市
民
の
よ
り
身
近
に
あ
る
」
と
い
う
『
法
の
精
神
』
の
く
だ
り
は
、
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
を

も
含
ん
だ
、
共
和
国
の
み
な
ら
ず
、
君
主
国
も
包
摂
す
る
）
上
記
の
欧
州
の
小
国
八
箇
国
に
は
、
割
合
、
該
当
す
る
と
思
う
。
こ
の
よ

う
に
中
規
模
の
国
と
比
べ
た
場
合
に
、
小
国
に
は
、
あ
る
程
度
固
有
の
特
徴
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
、
本
稿
の
執
筆
が
始
め

ら
れ
た
こ
と
を
、
予
め
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
本
稿
で
、
「
欧
州
に
お
け
る
小
国
」
と
言
う
場
合
に
は
、
「
極
小
国
」
を
も
含
ん
で
い
る
。
ま
た
「
小
国
」
の
事
実
上
の
定
義
は
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
同
じ
位
か
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
よ
り
も
小
さ
い
国
を
漠
然
と
指
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
、
地
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図
（
国
土
の
広
さ
）
の
上
で
は
「
小
国
」
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
固
有
の
国
防
政
策
を
採
っ
て
い
な
い
し
、
人
口
も
二
五
．
八

万
人
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
よ
り
も
若
干
少
な
い
の
で
、
小
国
と
い
う
範
疇
で
捕
捉
で
き
る
と
判
断
し
た
。
こ
の
よ
う
な
曖
昧
な
定
義

で
も
話
が
成
り
立
つ
の
は
、
欧
州
（
西
欧
）
諸
国
の
う
ち
で
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
次
に
大
き
な
国
家
が
、
人
口
三
五
〇
・
二
万
人
の
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
、
人
口
四
二
五
・
九
万
人
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
な
い
し
、
人
口
五
一
四
・
三
万
人
の
デ
ン
マ
ー
ク
で
あ
り
、
人
口
で
見
る
と
一

桁
も
違
う
の
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
こ
れ
ら
三
箇
国
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
無
論
、
世
界

政
治
に
お
い
て
、
超
大
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ロ
シ
ア
連
邦
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
相
対
的
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

デ
ン
マ
ー
ク
も
小
国
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
「
小
国
」
と
は
、
欧
州
諸
国
の
中
で
小
国
（
あ
る
い
は
極
小
国
）
と
い

え
る
諸
国
家
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
小
国
」
と
称
し
た
場
合
の
原
語
は
、
二
種
類
あ
る
。
第
一
に
、
英
語
で
。
。
ヨ
。
一
一
〇
〇
琶
雪
目
、
独
語
で
囲
虫
霧
冨
讐
で
あ
り
、

こ
れ
は
、
内
政
の
分
野
を
政
治
機
構
論
（
O
o
ヨ
O
費
p
ユ
＜
①
O
o
＜
①
∋
ヨ
①
暮
ω
回
く
頸
σ
q
互
。
『
①
づ
ユ
①
幻
Φ
ゆ
q
δ
凄
づ
σ
q
ω
冨
訂
Φ
）
の
観
点
か
ら
分

析
し
よ
う
と
意
図
す
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ω
白
餌
＝
づ
。
≦
興
、
な
い
し
、
二
一
Φ
ぎ
ヨ
鋤
。
犀
で
、
こ
れ
は
、
国
際
関
係
論
、
な

い
し
国
際
政
治
学
上
の
分
析
を
加
え
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
え
て
逐
一
に
原
語
を
表
示
し
な
か
っ
た
が
、
二
つ
の
意

味
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

a
．

言
語
と
人
口
ー
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
教
育
事
情
を
含
む
i

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
（
目
Φ
訂
Φ
σ
器
「
ひ
q
δ
o
ε
の
よ
う
に
固
有
の
、
国
名
と
同
じ
名
称
の
言
語
が
存
在
す
る
の
は
、
欧
州
の
小
国
八
箇
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（
5
）

国
中
書
に
は
、
人
口
三
五
万
六
千
人
の
マ
ル
タ
共
和
国
の
マ
ル
タ
語
、
人
口
二
五
万
八
千
人
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
の
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
語
、
人
口
二
万
八
千
五
百
人
の
モ
ナ
コ
公
国
の
モ
ナ
コ
語
（
ζ
o
コ
①
α
Q
器
o
o
一
伊
仏
混
合
語
で
単
な
る
方
言
で
あ
る
と
言
っ
た
方
が
い

い
か
も
し
れ
な
い
）
の
み
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
唯
一
の
国
語
で
あ
り
、
公
用
語
と
し
て
は
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
、
仏
語
、
独
語
の
三
言
語
が
通
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
国
内
の
地
名
の
表
示
板
や
町
名
は
、
い
ず

れ
も
こ
の
三
言
語
が
並
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
人
口
わ
ず
か
三
八
万
九
千
八
百
人
（
一
九
九
二
年
初
頭
の
統
計
）
［
う
ち
外
国
人
（
一
九
八
八
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
）
九
万
九
千
四
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
V

人
（
全
人
口
の
約
二
七
％
一
ま
た
一
九
九
四
年
現
在
、
外
国
人
の
占
め
る
割
合
は
約
三
〇
％
以
上
で
あ
り
、
更
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
市

内
で
は
翌
月
〇
％
以
上
が
外
国
人
で
あ
る
と
目
算
さ
れ
て
い
る
）
。
内
数
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
二
万
九
千
人
、
イ
タ
リ
ア
人
二
万
七
百
人
、
仏

人
一
万
二
千
六
百
人
、
独
人
八
千
九
百
人
、
ベ
ル
ギ
ー
人
八
千
五
百
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
三
千
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
二
千
二
百
人
、
ユ
ー
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
一
千
五
百
人
、
米
国
人
七
百
人
］
の
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
、
固
有
の
言
語
を
持
つ
独
立
国
で
あ
る
こ
と
は
注
目
に

値
す
る
。

　
欧
州
に
お
い
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
と
同
じ
位
か
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
よ
り
大
き
な
言
語
集
団
で
、
独
自
の
国
家
を
持
た
な
い
言

　
（
8
）

語
集
団
と
し
て
は
、
例
え
ば
ガ
ル
シ
ア
語
（
二
七
〇
万
人
1
1
西
）
、
サ
ル
デ
ィ
ア
語
（
一
〇
〇
万
人
1
1
伊
）
、
バ
ス
ク
語
（
五
一
万
一
千

人
目
西
、
仏
）
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
（
五
二
万
人
1
1
英
）
、
フ
リ
ー
ジ
ア
語
（
四
四
万
五
千
人
n
独
、
オ
ラ
ン
ダ
）
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
語
（
二

　
　
（
9
）

七
万
1
1
仏
）
な
ど
が
あ
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
言
語
は
単
な
る
方
言
で
あ
れ
、
独
自
の
言
語
で
あ
れ
、
言
語
学
者
が
分
類
す
れ
ば
無
数

に
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
国
憲
法
第
三
条
の
二
に
言
う
「
ベ
ル
ギ
ー
国
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
区
、
オ
ラ
ン
ダ
語
手
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
・
首
都
の
二
言
語
中
お
よ
び
ド
イ
ツ
語
区
の
四
つ
の
語
区
か
ら
な
る
」
と
い
う
条
文
中
の
、
フ
ラ
ン
ス
語
と
は
ヴ
ァ
ロ
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ン
（
ワ
ル
ー
ン
）
語
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
は
フ
ラ
マ
ン
（
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
）
語
で
あ
る
。
な
お
、
ヴ
ァ
ロ
ン
語
は
、
私
的
日
常
語

と
し
て
会
話
で
主
と
し
て
用
い
ら
れ
る
仏
語
の
方
言
の
一
つ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ロ
ン
語
圏
で
も
仏
語
を
公
的
文
章
で
は
用
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
憲
法
上
は
「
仏
語
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
マ
ン
語
も
、
ヴ
ァ
ロ
ン
語
と
同
様
に
、
書
き
言
葉
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
同
じ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
が
、
話
し
言
葉
が
オ
ラ
ン
ダ
語
と
異
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
諸
言
語
の
他
に
、
独
自
の
国
家
を
持
た
な
い
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
よ
り

大
き
な
言
語
集
団
と
し
て
は
、
カ
タ
ロ
ニ
ア
語
（
七
三
〇
万
人
”
西
、
仏
、
伊
、
ア
ン
ド
ラ
）
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
カ
タ
ロ
ニ
ア

語
は
ア
ン
ド
ラ
で
は
公
用
語
と
な
っ
て
い
る
。

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
総
人
口
の
う
ち
約
言
〇
％
以
上
（
一
九
九
四
年
中
を
外
国
人
が
占
め
て
い
る
が
、
外
国
人
に
対
す
る
排
外
主

義
に
基
づ
く
排
斥
暴
動
は
起
き
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
六
、
四
九
五
、
七
九
二
人
（
一
九
九
二
年
末
日
の
統
計
）
の
外
国
人
が
在

住
し
て
い
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
で
は
、
ド
イ
ツ
（
右
翼
の
）
民
族
主
義
者
達
が
扇
動
す
る
（
主
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て

の
異
教
徒
と
言
え
る
、
回
教
徒
で
あ
る
ト
ル
コ
人
に
対
す
る
）
外
国
人
排
斥
の
動
き
が
あ
る
。
六
四
九
万
人
と
い
う
数
字
は
、
八
○
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
V

九
八
○
、
三
四
三
人
を
数
え
る
ド
イ
ツ
の
総
人
口
通
約
八
％
に
相
当
す
る
。
約
二
七
％
（
一
九
八
八
年
の
統
計
）
、
な
い
し
、
約
三
〇
％

を
超
え
る
（
一
九
九
四
年
の
統
計
）
人
数
の
外
国
人
が
い
る
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
外
国
人
排
斥
行
動
が
な
く
、
約
諾
％
し
か
外
国
人

が
い
な
い
ド
イ
ツ
で
外
国
人
排
斥
運
動
が
生
じ
て
い
る
の
は
、
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
外
国
人
と
区
別
さ
れ
る
一
つ
の
「
民

族
」
と
い
う
概
念
が
生
じ
る
に
は
、
一
定
規
模
以
上
の
「
民
族
集
団
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
る
と
思
う
。
し
た
が
っ

て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
人
口
七
、
四
四
九
万
人
目
総
人
口
八
、
〇
九
八
万
人
中
六
四
九
万
人
は
外
国
人
）
の
「
ド
イ
ツ
民
族
」
と
い
う

概
念
は
あ
る
が
人
口
約
二
九
万
人
（
総
人
口
約
三
八
万
九
千
八
百
人
中
約
九
万
九
千
入
は
外
国
人
）
の
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
民
族
」
と

い
う
概
念
は
存
在
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
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図表2：EU加盟12箇国における定住外国人の総人ロに対する割合（1992年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EU以外の国民
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上慎太郎編『EU：統合の系譜』（早稲田大学出版部・ユ995年）171頁（中曽根佐織）

による。

　
参
考
ま
で
に
、
一
九
九
二
年
現
在
の
E
U
加
盟
一
二

箇
国
に
お
け
る
定
住
外
国
人
の
割
合
の
一
覧
表
を
付
記

す
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
み
が
、
人
口
中
三
〇
％
以

上
の
外
国
人
を
抱
え
る
「
超
国
際
的
な
国
家
」
で
あ
る
。

E
U
加
盟
国
の
中
で
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
次
に
外
国
人

の
割
合
が
多
い
ベ
ル
ギ
！
で
あ
っ
て
も
、
一
〇
％
程
度

に
過
ぎ
な
い
。

　
更
に
、
こ
れ
ら
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
け
る
移
民
労

働
者
の
多
く
は
、
出
身
国
が
カ
ト
リ
ッ
ク
国
で
あ
っ
た

た
め
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
の
宗
教
的
同
質
性
（
ル

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
の
九
七
％
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で

（
1
3
）

あ
る
。
）
に
、
ほ
と
ん
ど
変
化
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
こ
と

も
、
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
に
お
い
て
排
外
主
義
が
不

在
で
あ
る
こ
と
」
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。
ま

た
、
参
考
と
し
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
出
生
率
は
、

一
九
八
三
年
一
月
一
日
現
在
で
一
・
一
八
％
で
あ
る
。

こ
の
数
値
は
、
旧
E
C
（
欧
州
共
同
体
）
内
で
最
低
水
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準
（
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
、
世
界
中
で
最
低
水
準
）
で
あ
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
死
亡
率
が
、
同
日
現
在
で
一
・
三
八
％
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
こ
の
国
の
人
口
は
、
「
自
然
減
少
」
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
、
欧
州
で
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

も
低
い
出
生
率
で
あ
り
、
か
つ
、
欧
州
で
最
も
高
い
比
率
の
定
住
外
国
人
を
か
か
え
て
い
る
こ
と
の
、
こ
の
二
点
か
ら
勘
案
し
て
、
「
移

民
労
働
者
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
の
国
は
漸
次
に
消
滅
す
る
運
命
に
あ
る
」
と
考
え
る
の
は
、
少
し
悲
観
論
的
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

一
面
の
真
理
を
つ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
母
国
語
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
で
あ
り
、
公
用
語
は
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
と
独
語
、
仏
語
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

し
か
し
な
が
ら
、
慣
例
上
、
公
文
書
と
法
令
で
は
仏
語
を
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
政
治
学
者
の
中
に
は
仏
語
が
主
要
言
語
で
あ
る

　
（
1
6
）

と
誤
解
し
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
議
会
で
も
議
論
を
す
る
時
に
は
、
母
国
語
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
を
用
い
て

い
る
。
な
お
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
の
仏
語
は
、
生
粋
の
パ
リ
の
仏
語
を
用
い
る
人
に
よ
れ
ば
、
明
ら
か
に
異
邦
の
「
仏
語
も
ど
き
の

言
語
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
子
供
達
は
、
小
学
校
の
段
階
か
ら
、
仏
語
と
独
語
で
授
業
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
高
等

学
校
で
は
、
国
語
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
）
の
授
業
の
他
に
、
授
業
科
目
ご
と
に
英
語
、
独
語
、
仏
語
で
講
義
を
受
け
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
九
年
間
の
義
務
教
育
だ
け
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
も
、
三
箇
国
語
が
自
由
に
操
れ
る
（
三
一
冒
σ
q
＝
巴
）
。
更
に
、
高
等
教
育
を
受

け
た
者
は
、
自
動
的
に
英
語
を
含
む
四
箇
国
語
が
自
由
に
使
用
で
き
る
（
ρ
轟
酔
鑑
づ
ひ
q
＝
巴
）
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
高
等
学
校
進
学
率

そ
の
も
の
は
、
五
％
前
後
で
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
は
、
文
化
系
の
学
部
が
な
い
の
で
、
文
化
系

の
学
生
は
必
ず
近
隣
諸
国
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
り
、
国
際
性
豊
か
な
人
材
が
育
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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b
．
　
　
　
　
（
1
7
）

軍
隊
と
国
土
－
大
国
の
国
防
費
に
つ
い
て
の
考
察
も
含
む
一

156

　
国
土
の
面
積
五
万
九
百
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
の
一
九
四
九
年
の
憲
法
第
一
二
条
は
、
「
常
設
の
制
度
と
し
て
の

　
　
　
　
　
（
1
8
）

軍
隊
は
禁
止
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
国
土
の
面
積
二
千
五
八
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、

国
家
の
総
予
算
の
二
・
九
％
、
対
G
N
P
比
一
・
○
％
の
国
防
予
算
に
相
当
す
る
陸
軍
が
存
在
す
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
独
自
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

軍
は
も
っ
て
い
な
い
が
、
N
A
T
O
の
原
加
盟
国
で
あ
る
た
め
、
N
A
T
O
機
の
一
部
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
籍
に
な
っ
て
い
る
。
な
お

海
軍
は
内
陸
国
で
あ
る
た
め
存
在
し
な
い
。

　
一
八
六
八
年
一
〇
月
一
七
日
制
定
の
現
行
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
（
そ
の
後
の
改
正
も
含
む
）
に
よ
れ
ば
、
「
中
立
化
の
宣
言
が
立
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

府
に
よ
っ
て
批
准
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
法
律
は
中
立
化
の
宣
言
の
効
力
を
決
定
す
る
も
の
と
す
る
」
（
第
一
〇
条
）
と
定
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
条
文
は
、
一
八
六
七
年
五
月
の
ロ
ン
ド
ン
会
議
で
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
永
世
中
立
国
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
て
規
定
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
第
二
次
世
界
大
戦
で
二
度
に
わ
た
っ
て
戦
禍
を
被
っ
た
。
第
一
次

世
界
大
戦
に
お
い
て
は
幸
い
な
こ
と
に
、
ド
イ
ツ
が
早
期
に
降
伏
し
た
の
で
国
土
は
さ
ほ
ど
荒
廃
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
に
お
い
て
は
不
幸
に
も
、
ド
イ
ツ
が
徹
底
抗
戦
し
た
の
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
国
土
は
焦
土
と
化
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
万

一、

ｬ
国
が
対
外
的
中
立
を
宣
言
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
そ
の
領
土
の
保
全
を
必
ず
し
も
保
障
し
な
い
こ
と
を
、
教
訓
と
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
そ
の
中
立
政
策
を
放
棄
し
て
N
A
T
O
の
原
加
盟
国
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
（
2
1
V

と
言
わ
れ
て
い
る
。
事
実
、
一
九
四
八
年
に
行
わ
れ
た
四
月
二
八
日
、
五
月
六
日
、
一
五
日
、
二
一
日
の
一
連
の
憲
法
改
正
作
業
の
中
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で
、
「
永
世
中
立
条
項
」
は
ほ
と
ん
ど
削
除
さ
れ
た
。
し
か
し
、
上
記
の
現
行
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
第
一
〇
条
に
は
、
中
立
政
策
の
残

津
が
認
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て
「
軍
事
同
盟
に
加
盟
す
る
中
立
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
」
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
N
A
T
O
の
原
加
明
皿

国
で
あ
り
な
が
ら
、
中
立
国
と
自
称
す
る
国
民
と
政
府
の
心
理
状
態
な
い
し
憲
法
意
識
は
、
ど
こ
か
日
本
の
平
和
憲
法
に
関
す
る
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

意
識
の
上
で
の
、
「
建
て
前
」
と
「
本
音
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
酷
似
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
V

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
憲
法
第
三
七
条
第
六
項
は
「
大
公
は
宣
戦
を
布
告
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
三
九
年
四
月
一
四
日

に
独
立
し
て
以
来
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
自
ら
宣
戦
を
布
告
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
先
に
記
し
た
欧
州
の
小
国
八
箇
国
の
う
ち
、
独
自
の
国
防
政
策
を
執
っ
て
い
る
の
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
他
に
は
、
国
土
の
面
積

一
〇
万
三
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
共
和
国
、
国
土
の
面
積
六
〇
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
、

国
土
の
面
積
三
一
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
マ
ル
タ
共
和
国
の
三
箇
国
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
完
全
非
武
装
国
で

あ
る
が
、
N
A
T
O
の
原
加
盟
国
と
し
て
約
三
千
名
の
合
衆
国
軍
が
駐
留
し
て
い
る
。
サ
ン
マ
リ
ノ
は
国
防
予
算
は
不
詳
だ
が
城
塞
防

衛
隊
、
大
評
議
会
衛
兵
、
憲
兵
隊
、
民
兵
隊
な
ど
が
存
在
す
る
。
マ
ル
タ
で
は
、
国
家
の
総
予
算
の
二
・
七
％
、
対
G
N
P
比
一
．
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

％
の
国
防
予
算
に
相
当
す
る
軍
隊
が
存
在
す
る
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ル
タ
の
国
軍
は
現
在
い
ず
れ
も
志
願
制
で
あ
る
。
な
お
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
一
九
六
七
年
六
月
二
九
日
に
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
兵
役
が
存
在
し
た
。

　
国
土
の
面
積
一
・
八
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
モ
ナ
コ
は
仏
が
国
防
政
策
を
担
い
、
国
土
の
面
積
一
六
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
リ

　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
国
土
の
面
積
○
・
四
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
バ
チ
カ
ン
は
ス
イ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
防
政
策
を
担
い
、
国
土

の
面
積
四
六
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ン
ド
ラ
で
は
、
対
外
政
策
そ
の
も
の
を
仏
が
担
っ
て
い
る
。
な
お
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
バ
チ
カ
ン
、
国
連
の
三
者
に
対
し
て
の
み
独
自
の
対
外
政
策
を
採
っ
て
い
る
。
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
そ
れ
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地図3　ベルギー王国の県名（ルクセンブルク県の地域）とルクセンブルク大公国の国土
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欧州における独立国としての小国の地位

　　図表4：GNPまたはGDPに占める大国の軍事費の割合の国際比較（％）

アメリカ

㍼O国
ドイツD フランス イギリス ソ連 中国

1965（昭40） 8．0 5．7 4．8 6．8 ・　，○ 10

工970（〃45） 7．8 3．3 4．0 4．9 11 9．5

1975（〃50） 5．8 3．7 3．9 4．9 2）9～1〔｝ 7－10

1980（〃55） 5．6 3．3 4．0 5．0

　
5
．
4
3
）

1981（〃56） 6．1 4．3 4．1 5．4
3）

　
5
．
G
3
）

1982（〃57） 6．5 4．1 4．2 5．3 8～9
　
4
．
7
3
｝

1983（〃58） 6．7 3．4 4．2 5．5

　
4
．
2
3
〕

1984（Fr　59） 6．2 3．3 4．o 5．5 9　9　・ 3．2

1985（〃60） 6．5 3．2 4．0 5．2 e．　・ 2．2

1986（〃61） 6．7 3．1 3．9 4．9 ■　9　， 2．6

1987（〃62） 6．4 3．0 4．0 4．7 eo・ 1．9

ユ988（〃63） 5．7 2．4 3．2 4．5 願　●　， 1．6

1989（平D 5．7 2．3 3．0 3．7 曾　・　● 1．6

イギリス国際戦略研究所「ミリタリー・バランス」（日本語版は1978年版まで時事通信社、79年版からは

朝雲新聞社発行）による。

1）旧西ドイツ。2）藤本良男「数字で読む米ソ関係」中の所収のストックホルム平和研究所の推定。3）国

民所得に占める割合。

本図表は、「数字でみる日本の一一〇〇年改訂第三版』（国勢社・1991年）530頁による。

以
外
の
国
々
に
対
す
る
対
外
政
策
は
、
ス
イ
ス
に
依
存
し
て
い

る
。　

な
お
、
一
五
世
紀
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
国
土
は
現
在
の
約

四
倍
の
大
き
さ
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
独
、
仏
と
い
う
二

方
の
大
国
に
よ
っ
て
領
土
を
削
り
取
ら
れ
た
。
最
終
的
に
一
八

三
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
王
国
（
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
）
か
ら
独
立
し

た
時
に
、
更
に
国
土
の
西
半
分
を
割
譲
し
て
、
国
土
の
面
積
は

独
立
直
前
の
約
二
分
の
一
に
半
減
し
た
。
今
日
の
ベ
ル
ギ
ー
王

国
の
一
部
に
は
、
平
な
お
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
名
称
の
地

名
が
残
っ
て
い
る
（
地
図
3
参
照
）
。
し
か
し
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
内

の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
地
方
で
は
、
も
は
や
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語

は
通
用
し
な
い
。
但
し
、
独
、
仏
、
ベ
ル
ギ
ー
三
国
の
領
土
内

で
あ
っ
て
も
、
国
境
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
接
し
て
い
る
一
部

の
地
域
に
於
い
て
は
、
今
な
お
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
も
（
事
実

上
）
通
用
す
る
と
い
う
。

　
「
軍
隊
と
国
土
」
の
項
目
の
最
後
に
、
大
国
と
国
防
予
算
の

関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
つ
ま
り
、
大
国
、
す
な
わ
ち
領
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地図5：世界地図に占める1960年当時の英連邦諸国、フランス勢力圏諸国

　　　　　　　　＼

　　．碁．∫．／観・

警／1、

トペ・夙♂

▽＼・＼、

＼決～謡》

　　　　　　＼∴＼＼7
　　　　　　　．解謙／・

　　／
／rゴ

@〆

　　　　　　　　　／
　　　ノ　　　　　　／　　　．

…．一ﾅ死自
　　　　　’

＼ir

ぶ川寵RlcA

〆や

　〆　、

　．噸F」L＼、
嶋、

＼

1RO閥

端
翻
≒

菌

ン
’

鮮
紅

　
♂
ぎ
，
い
二

　
　
　
～

》

　
㎜
瓢

／
／

＼
．
’＼

　
‘H
噛

丁

隔

U
」

b
、
註

　　　ま
’一一昼_～＿．．
　　．㌧　　　　　　　　　　　　、一＿　1

　　　ぬ　　　　7・
　　鶴謡］剛。．，

　　1．．r・一rl勘’

　　　　、＼、「

　　　　　＼
　　　　　／
、　　　　　　！　　　」「1

嚢　　＼－．’

＼　　　　　　1＼．．、
　　　　　　　　　　　　　　　ち

　　、＼／　＼．．．＼一

　　　メ
、kざ　　 ＼． A1
＼｝ミー＿．メ・
　、．．

　　　　　　　、～

　　　　　　　　、℃　　　」
　　　　　　　　＼

閥OR　　　　　　　　　　　　　．v．．

…・　・．一．　．』＼

　　　　　ン！／

　　　．．　　6
　　ノド　　　　　ノ
　　重　・・’／　、心血

　　　　／　　幽隠　　’雨N，，ビ
　　　　　　　　　　　　　　　ダ
　　　／　〉：．…走一刃，轡『．

　　／。CE＾N／　＝．
　　バ　　レ　レ

＼鹸
影・

　　記号解
英国コモンウェルス諸国　　一

仏語圏・仏植民地国　己＝】

ソ連・中国供産圏1と衛星国　囮

跨
鰭難籔

　　　　　　AγLANI．TI‘．、．一．

　　　　　　　　・ゼ・津1

　　　　　　　　　　一蓋睾．

　　　　　　　　　いるじのぽ　　　　　　　　　　．．勉
　　　　　　　　＿．．．一．＿レ…壷．「こ．．，．一．．．＿

本地図は、Herman　Finer，7〕加躍砂，7　Go紹初窺侃’∫（ゾ”0667ηE耀砂召，

Methuen＆Co．，1960．の裏表紙に印刷されていたものである。

　．終一
　．一lk指＼

　　　》

　　　　　、、一＼

ふマr『心魂、観．

　　　　　　　，よ＼§轟、

　　　　　　　鱗欝．

　　　　　　．＼一．／．．／〆．ド

　　　　　　2＝7
　　～7一☆3夢

　　　　　　　　　　　　　　　　　ooL一‘oo．、一F髄．」

O
雪



欧州における独立国としての小国の地位

土
の
広
い
国
、
な
い
し
支
配
権
の
お
よ
ぶ
範
囲
の
広
大
な
国
に
お
け
る
「
国
土
の
広
さ
」
と
「
国
防
費
の
対
G
N
P
な
い
し
G
D
P
比

率
」
と
の
聞
に
も
、
一
定
の
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
観
点
に
立
っ
た
考
察
で
あ
る
。

　
か
か
る
観
点
か
ら
、
図
表
4
を
参
照
す
る
と
、
国
土
の
面
積
約
二
、
二
四
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
約
言
〇
倍
）
の
旧
ソ

連
の
国
防
費
が
、
対
G
N
P
な
い
し
G
D
P
比
率
八
％
な
い
し
一
一
％
で
最
も
多
か
っ
た
。
次
い
で
、
国
土
の
面
積
約
九
三
八
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
約
二
五
倍
）
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
防
費
が
、
対
G
N
p
な
い
し
G
D
P
比
率
五
・
六
％
な
い
し
八
・
0

％
で
続
く
。
第
三
に
、
国
土
の
面
積
で
は
約
二
四
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
約
二
／
三
）
に
過
ぎ
な
い
が
、
英
国
の
国
防
費
が
、

対
G
N
P
な
い
し
G
D
P
比
率
三
・
七
％
な
い
し
六
・
八
％
で
多
い
。
英
国
の
場
合
、
旧
植
民
地
国
（
一
九
六
〇
年
当
時
の
英
国
コ
モ

ン
ウ
エ
ル
ス
諸
国
）
が
、
例
え
ば
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
等
の
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
等
の
南
ア
ジ
ア
諸
国
、
お
よ
び
南
ア
フ
リ
カ
連
邦
、
ケ
ニ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
等
の
ア
フ
リ
カ
諸
国

な
ど
、
世
界
中
に
広
が
っ
て
い
る
。
国
防
聖
書
四
位
の
フ
ラ
ン
ス
（
対
G
N
P
な
い
し
G
D
P
比
率
三
・
○
％
か
ら
四
・
八
％
）
の
国

土
も
、
約
五
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
一
・
四
六
倍
）
で
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
勢
力
圏
な
い
し
フ
ラ
ン
ス
文
化
圏
は
多
大
で

あ
る
。
旧
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
国
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
サ
ハ
ラ
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
マ
リ
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
チ
ャ
ド
、
中
央
ア
フ
リ
カ
、

コ
ン
ゴ
、
旧
象
牙
海
岸
（
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
）
、
マ
ル
ガ
シ
（
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
）
等
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、
主
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
（
地

図
5
参
照
）
。
な
お
、
国
土
の
面
積
約
九
六
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
日
本
の
約
二
六
倍
）
の
中
華
人
民
共
和
国
の
国
防
費
は
、
対
G

N
P
な
い
し
G
D
P
比
率
一
・
六
％
な
い
し
一
〇
％
で
あ
る
。
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C
．

通
貨
と
G
N
P
「
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
き
欧
州
」
を
含
む
一

162

　
G
N
P
一
一
七
・
六
一
億
ド
ル
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
は
、
独
自
の
通
貨
で
あ
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
が
存
在
す
る
。
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
の
ベ
ル
ギ
ー
、
独
、
仏
の
国
境
沿
い
の
地
方
で
は
、
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
、
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ

ン
の
そ
れ
ぞ
れ
も
（
事
実
上
）
通
用
す
る
。
し
か
し
、
反
対
に
こ
れ
ら
三
国
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
国
境
を
接
す
る
地
方
で
は
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
は
通
用
し
な
い
。
こ
の
点
で
、
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
隣
接
す
る
三
経
済
大
国
に
残
念
な
が
ら
譲
歩
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
ま
た
、
経
済
統
計
上
は
関
税
同
盟
の
関
係
か
ら
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
各
指
標
は
ベ
ル
ギ
ー
に
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

更
に
、
一
九
九
二
年
五
月
の
通
貨
滋
養
に
よ
っ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ラ
ン
と
ベ
ル
ギ
ー
・
フ
ラ
ン
は
一
対
一
で
等
価
交
換
さ
れ

　
　
　
　
　
（
2
6
V

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
先
の
欧
州
の
小
国
八
箇
国
中
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
以
外
で
独
自
の
通
貨
を
持
つ
の
は
、
G
N
P
五
八
・
一
四
億
ド
ル
の
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
・
ク
ロ
ー
ネ
）
、
G
N
P
二
五
・
九
八
億
ド
ル
の
マ
ル
タ
（
マ
ル
タ
・
リ
ラ
）
の
み
で
あ
る
。
G
N
P
二
・
九
国
ド

ル
の
モ
ナ
コ
で
は
仏
の
通
貨
、
G
N
P
一
一
・
六
一
億
ド
ル
の
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
ス
イ
ス
の
通
貨
、
G
N
P
一
・
七
七
億
ド

ル
の
サ
ン
マ
リ
ノ
と
G
N
P
不
明
の
バ
チ
カ
ン
で
は
伊
の
通
貨
、
G
N
P
三
・
四
億
ド
ル
の
ア
ン
ド
ラ
で
は
ス
ペ
イ
ン
と
仏
の
両
方
の

通
貨
が
そ
れ
ぞ
れ
通
用
し
て
い
る
。

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
人
々
は
自
家
用
車
で
容
易
に
国
境
を
越
え
、
ケ
ル
ン
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
中
心
部
か
ら
一
九
三
キ
ロ
・
メ
ー
ト

ル
）
、
パ
リ
（
同
三
四
八
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
）
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
（
二
一
九
キ
ロ
・
メ
ー
ト
ル
）
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
に
赴
い
て
買
い
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物
を
楽
し
ん
で
い
る
。
筆
者
の
友
人
で
あ
る
バ
ト
リ
ッ
ク
・
ハ
イ
ソ
（
℃
餌
叶
「
一
〇
屍
国
Φ
一
コ
）
氏
の
実
家
が
あ
る
、
フ
ラ
ン
ス
国
境
沿
い
の

南
部
の
町
、
デ
ュ
デ
リ
ン
ゲ
ン
か
ら
は
、
自
家
用
車
で
ケ
ル
ン
お
よ
び
パ
リ
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
片
道
四
時
間
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
へ
は
二
時

間
半
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
も
六
時
間
で
、
い
ず
れ
も
早
朝
に
家
を
出
れ
ば
日
帰
り
で
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
距
離
に
あ
る
。
日

本
と
は
外
国
と
の
隔
た
り
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
仏
の
国
境
に
は
、
壁
も
鉄
条
網
も
な
く
、

検
閲
所
も
多
く
な
い
の
で
、
仏
国
境
沿
い
の
町
に
住
ん
で
い
る
ハ
イ
ソ
氏
は
、
小
道
を
散
策
を
し
な
が
ら
何
時
し
か
国
境
を
越
え
て
仏

側
に
入
り
込
み
、
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
戻
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。
万
一
、
こ
れ
が
本
当
な
ら
ば
、
事
実
上
、
国
境

沿
い
の
町
に
住
む
住
民
が
自
由
往
来
す
る
際
に
は
、
国
境
は
あ
っ
て
な
き
が
も
の
に
等
し
い
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
税
が
低
く
、
ガ
ソ
リ
ン
代
が
安
い
の
で
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
内
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
県
在
住
の
人
々
は
、
国
境
を
越
え
て
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
ヘ
ガ
ソ
リ
ン
を
買
い
出
し
に
出
か
け
る
こ
と
が
、
日
常
生
活
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
休
日
に
な
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
に
到
着
す
る
ま
で
の
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
大
公
国
に
繰
り
出
し
、
そ
こ
で
給
油
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
王
国
内
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
県
の
自
宅
へ
帰
宅
す
る
。
そ
こ
で
、
ル
ク
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
｝

ブ
ル
ク
国
内
の
ベ
ル
ギ
ー
王
国
と
の
国
境
沿
い
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
ス
タ
ン
ド
が
林
立
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
ベ
ル

ギ
ー
王
国
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
県
（
地
方
）
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
と
の
結
び
つ
き
も
、
完
全
に
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

　
一
九
八
五
年
六
月
一
四
日
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
シ
ェ
ン
ゲ
ン
（
Q
り
。
ゴ
①
昌
σ
q
①
コ
）
で
締
結
さ
れ
、
一
九
九
五
年
三
月
二
六
日
に
発
効

　
〔
2
8
V

し
た
、
『
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
』
は
、
「
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
き
欧
州
」
、
す
な
わ
ち
、
国
境
管
理
の
漸
進
的
撤
廃
を
目
指
し
て
い
る
。
第

一
に
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
署
名
以
降
、
締
約
国
は
、
一
般
旅
行
者
の
乗
用
車
に
よ
る
（
署
名
国
相
互
間
で
の
）
国
境
通
過
に
関
し
、
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図表6　国境コントロールなき欧州

　　　　匿シェンゲン協定のドで国境コントロールを廃止した国

　　　　團シェンゲン協定に署名したが、まだ国境コントロールを廃止していない国

　　　　歴シェンゲン協定に署名していないEU加盟国

本図表は、7〕加勿磁777ηθs，May　9，1995，　pB1．による。

なおシェンゲン協定では、

（1）域内における国境での入的往来について、検問は廃止する。

　但し、域外との国境における人的往来について、検問を強化する。

②ビザ（査証〉は相互に承認される。

　統一一したビザ制度が計画されている。

（3）亡命手続きについては、各々の場合に一国のみが権限を持って手続きにあた

　る。但し、国民に亡命権を認める。
（4）警察の協力。

　（a）シェンゲン情報制度という共通のコンピューターを用いた捜査・情報交換

　　制度を持つ。

　（b）警察が逃亡者を追跡している時には、国境を越えて犯人を追跡するものと

　　されている。

本図解説は、Thomas　Laufer，22　F㎎eη凱E〃70餌，　Europa　Union　Verlag，

1994，S．77．による。
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低
速
度
で
通
過
さ
せ
て
、
外
部
か
ら
の
視
覚
に
よ
っ
て
実
旋
す
る
国
境
管
理
に
と
ど
め
て
き
た
（
低
速
国
境
通
過
の
実
施
）
。
第
二
に
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
が
発
効
し
た
後
の
現
在
、
締
約
国
は
、
締
約
国
相
互
間
で
（
空
港
で
の
）
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
廃
止
し
（
、
締
約

国
相
互
間
の
国
際
線
を
、
国
内
線
扱
い
し
）
て
い
る
。
現
在
正
式
加
盟
国
は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
、
ス
ペ
イ
ン
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ
る
。
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
署
名
は
し
て
い
る
が
、
ま
だ
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
廃
止
し
て
い
な
い
諸
国
は
オ
！
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

リ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ャ
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
六
箇
国

は
、
ま
だ
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
加
盟
し
て
い
な
い
（
図
表
6
も
参
照
）
。

　
当
初
は
、
一
九
九
五
年
七
月
一
日
を
期
し
て
、
港
湾
鉄
道
で
も
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
廃
止
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
「
シ

ェ
ン
ゲ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
所
在
地
で
あ
る
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
を
国
内
に
か
か
え
る
、
フ
ラ
ン
ス
が
半
年
の
延
期
を
通
告
し
た
。
そ

こ
で
、
こ
の
協
定
の
全
面
的
発
効
に
は
も
う
少
し
紆
余
曲
折
が
予
想
さ
れ
る
。
「
シ
ェ
ン
ゲ
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
」
と
は
、
国
境
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
の
廃
止
後
、
加
盟
国
に
お
け
る
治
安
の
維
持
、
具
体
的
に
は
、
指
名
手
配
者
・
音
物
・
偽
造
旅
券
・
偽
造
通
貨
等
の
よ
り
迅
速
な

捜
査
、
検
索
を
行
う
た
め
に
稼
働
す
る
『
シ
ェ
ン
ゲ
ン
情
報
シ
ス
テ
ム
（
ω
6
ゴ
Φ
轟
魯
Φ
「
ぎ
噛
自
ヨ
二
二
〇
づ
ω
超
ω
8
ヨ
“
ω
一
ω
）
』
と
い
う
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
所
在
地
を
指
す
。
フ
ラ
ン
ス
が
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
全
面
的
廃
止
に
逡
巡
し
た
の
は
、
国
境
監
視
の

緩
和
に
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
麻
薬
の
流
入
等
の
故
に
、
治
安
が
悪
化
し
た
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
は
、

シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
範
囲
を
拡
大
し
て
、
最
終
的
に
は
全
E
U
諸
国
間
の
移
動
の
自
由
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

　
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
の
発
効
に
よ
り
、
締
約
国
間
で
何
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
な
し
に
、
人
の
自
由
移
動
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
締
約

国
の
一
国
に
入
国
し
た
域
外
国
国
民
は
、
査
証
の
有
効
期
間
内
で
（
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
締
約
国
）
域
内
で
の
自
由
移
動
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
、
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
も
問
題
点
は
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
罪
者
、
難
民
の
往
来
で
あ
る
。
犯
罪
者
の
往
来
を
規
制
す
る
こ
と

165



に
異
論
を
唱
え
る
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
難
民
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
各
国
政
府
間
で
そ
の
政
策
的
配
慮
に
相
違
が
あ
る
。

特
に
（
政
治
的
亡
命
者
と
は
異
な
っ
て
）
経
済
的
難
民
の
場
合
に
は
、
一
度
、
規
制
の
比
較
的
緩
和
さ
れ
た
国
家
に
入
国
す
る
と
、
自

動
的
に
、
規
制
の
比
較
的
厳
し
い
他
国
に
も
（
自
由
往
来
し
て
）
出
入
国
で
き
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
今
後
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

作
り
出
す
必
要
が
生
ま
れ
る
と
思
う
。

　
「
欧
州
市
民
権
」
を
認
め
る
政
治
的
な
統
合
の
後
、
即
ち
一
九
九
三
年
一
一
月
一
日
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
（
ζ
p
四
ω
旺
。
ぼ
）
条
約
発

効
後
に
は
、
更
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
表
紙
に
は
「
E
U
」
と
明
記
さ
れ
、
一
頁
目
に
加
盟
国
名
が
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
次
い
で
、

本
文
に
も
、
「
こ
の
者
は
、
第
一
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
の
市
民
、
第
二
に
欧
州
連
合
（
国
自
。
℃
巴
ω
o
ゴ
①
q
三
〇
づ
）
の
市
民
（
o
u
貯
ひ
q
嘆
）

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
発
効
に
と
も
な
っ
て
、
E
C
（
欧
州
共
同
体
”
ド
イ
ツ
語
で
は
国
O
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

国
霞
8
巴
ω
o
げ
Φ
O
Φ
ヨ
Φ
冒
ω
o
げ
鋤
ε
と
い
う
略
称
も
、
E
U
（
欧
州
連
合
）
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
V

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
は
か
ね
て
よ
り
ス
ペ
イ
ン
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
の
南
欧
か
ら
の
移
民
、
中
で
も
と
り
わ
け
ス
ペ
イ
ン
よ
り
貧
し
い

　
　
　
（
3
3
）

ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
（
経
済
的
な
理
由
に
よ
る
）
移
民
が
鉄
鉱
業
に
お
け
る
労
働
者
と
し
て
流
入
し
て
き
た
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

け
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
（
旧
西
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ト
ル
コ
人
、
（
旧
東
）
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ベ
ト
ナ
ム
人
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
ア
ラ

（
3
6
）

ブ
人
と
い
う
よ
う
に
、
欧
州
の
先
進
諸
国
へ
の
経
済
移
民
は
、
一
民
族
ご
と
に
一
箇
国
に
集
中
す
る
傾
向
に
あ
る
。
な
お
、
ル
ク
セ
ン

ブ
ル
ク
国
内
で
と
り
わ
け
移
民
の
数
が
多
い
の
は
、
観
光
業
を
主
と
す
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
土
の
北
半
分
で
は
な
く
、
製
鉄
工
場
が

林
立
す
る
南
半
分
で
あ
る
。

　
一
九
八
九
年
以
降
、
東
欧
諸
国
の
「
自
由
・
民
主
化
革
命
」
と
も
言
う
べ
き
改
革
の
途
上
で
経
済
的
難
民
が
生
じ
た
。
し
か
し
な
が

ら
こ
の
経
済
的
難
民
は
、
東
欧
諸
国
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
の
距
離
が
お
よ
そ
一
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
た
め
、
当
面
ル
ク
セ
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ン
ブ
ル
ク
に
は
大
量
に
流
入
す
る
虞
は
な
い
と
目
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
一
人
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
V

三
万
五
八
五
〇
米
ド
ル
（
一
九
九
三
年
）
と
い
う
高
額
の
G
N
P
を
享
受
し
続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
参
考
ま
で
に
付
言
す
る
と
、
日

本
国
民
一
人
あ
た
り
の
G
N
P
は
三
万
一
四
五
〇
米
ド
ル
（
同
年
）
で
、
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
わ
ず
か
な
が
ら
及
ば
な
い
。
）

　
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
一
八
三
九
年
以
来
一
六
〇
年
近
く
の
間
、
欧
州
大
陸
の
一
角
に
あ
っ
て
主
権
独
立
国
と
し
て
の
地
位
を

守
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
外
交
上
の
卓
越
し
た
手
腕
に
負
う
て
い
る
。
軍
事
的
に
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
は
、
独
、
仏
と
い
う
二
大
列
強
の
問
に
位
置
す
る
。
そ
れ
故
に
、
仏
に
媚
び
れ
ば
独
が
進
入
し
、
独
に
偏
れ
ば
仏
が
黙
っ
て
い
な
い
。

「
小
さ
な
要
塞
」
と
し
て
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
か
よ
う
な
軍
事
大
国
が
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広
げ
る
紛
争
の
多
発
地
帯
で
あ
る
、

ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
地
方
や
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
（
エ
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
デ
ン
）
地
方
に
隣
接
し
な
が
ら
も
、
独
立
を
守
り
え
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
第
一
に
山
岳
地
帯
の
「
要
塞
」
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、
第
二
に
何
よ
り
も
外
交

上
の
「
奇
跡
」
と
も
言
う
べ
き
「
政
治
力
」
に
よ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
先
進
国
首
脳
会
議
［
サ
ミ
ッ
ト
］
に
も
出
席
す
る
、

E
C
委
員
会
委
員
長
（
℃
諾
ω
置
Φ
算
。
胤
窪
①
O
o
ヨ
ヨ
一
ω
ω
δ
コ
○
｛
9
Φ
国
霞
8
＄
口
O
o
日
日
再
三
鉱
①
ω
（
国
O
）
”
℃
鼠
ω
己
Φ
ロ
け
血
①
「
国
○
－

囚
。
ヨ
ヨ
一
ω
ω
δ
コ
）
の
重
責
を
、
一
九
八
一
年
か
ら
一
九
八
五
年
一
月
一
日
ま
で
（
任
期
四
年
に
わ
た
っ
て
）
担
っ
た
の
は
、
G
・
ト
ル
ソ

（
O
器
8
コ
目
げ
○
ヨ
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
元
首
相
（
民
主
党
一
首
相
と
し
て
は
一
九
七
四
年
七
月
四
日
か
ら
一
九
七
九
年
七
月
ま
で
在
職
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
一
月
か
ら
（
任
期
五
年
で
）
現
在
の
欧
州
委
員
会
委
員
長
（
牢
①
ω
δ
①
再
。
津
げ
Φ
国
霞
8
①
自
ρ
口
O
o
ヨ
巨
ω
－

ω
δ
昌
）
に
な
っ
た
の
も
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
サ
ン
テ
ー
ル
（
冨
8
ロ
Φ
ω
Q
Q
9
。
耳
①
「
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
元
首
相
（
キ
リ
ス
ト
教
社
会
国
民
党
”

首
相
と
し
て
は
一
九
八
四
年
七
月
二
三
日
か
ら
一
九
九
五
年
一
月
ま
で
在
職
）
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
小
国
で
あ
っ
て
も
、
ル
ク
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僻

ン
ブ
ル
ク
の
外
交
力
は
、
決
し
て
侮
れ
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
は
、
欧
州
裁
判
所
と
欧
州
議
会
事
務
局
も
設
置



さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
点
で
も
、
我
々
が
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
か
ら
学
ぶ
点
は
多
い
と
思
う
。

　
以
上
の
論
考
を
要
約
す
る
と
、
（
欧
州
に
お
い
て
）
一
定
以
上
の
人
口
を
有
す
る
国
家
は
独
自
の
言
語
を
持
ち
、
一
定
以
上
の
面
積
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

有
す
る
国
家
は
独
自
の
軍
隊
を
持
ち
、
一
定
以
上
の
G
N
P
を
有
す
る
国
家
は
独
自
の
通
貨
を
有
す
る
、
と
い
う
至
極
当
然
の
結
果
と

な
る
。
こ
の
一
定
以
上
の
人
口
、
面
積
、
G
N
P
と
い
う
三
つ
の
基
準
を
、
い
ず
れ
も
ク
リ
ア
ー
し
た
小
国
が
、
（
島
国
で
あ
る
マ
ル
タ

と
）
内
陸
国
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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d
．

本
稿
が
示
唆
す
る
逆
説
・
少
数
説
に
つ
い
て

　
明
治
維
新
以
来
（
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
）
の
日
本
で
は
、
殖
産
興
業
と
富
国
（
強
兵
）
を
目
的
と
し
て
、
経
済
的
に
も
、

政
治
的
に
も
、
（
軍
事
的
に
も
、
）
大
国
に
な
る
こ
と
が
良
い
こ
と
で
あ
る
と
い
う
、
暗
黙
の
前
提
が
あ
っ
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
本

稿
が
扱
っ
た
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
欧
州
の
小
国
の
分
析
結
果
は
、
む
し
ろ
「
小
さ
い
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
」
と
い
う
、
逆
説
を
提

起
す
る
が
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
日
本
が
小
国
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
、
大
そ
れ
た
こ
と
を
言
う
つ
も
り
は
毛
頭

な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
初
め
に
、
「
小
国
に
利
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
点
で
あ
る
か
」
を
多
面
的
に
検
討
し
た
い
と
思

う
。　

大
国
よ
り
小
国
の
方
が
良
い
点
と
し
て
は
、
第
一
に
、
大
国
ド
イ
ツ
で
は
、
（
宗
教
的
に
異
質
な
異
邦
人
に
対
す
る
）
排
外
主
義
の
危

険
性
が
存
在
す
る
が
、
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
（
宗
教
的
に
同
質
的
な
外
国
人
に
対
す
る
）
国
際
協
調
主
義
が
例
外
な
く
流
布
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
文
で
述
べ
た
。
第
二
に
、
言
語
に
つ
い
て
。
第
一
の
点
と
関
連
す
る
が
、
米
英
仏
ロ
の
よ
う



欧州における独立国としての小国の地位

な
大
国
で
は
、
自
国
言
語
へ
の
二
見
、
過
剰
な
）
執
着
心
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
多
言
語
国
家
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
と
い
う
独
自
の
言
語
を
持
ち
な
が
ら
も
、
外
国
語
へ
の
親
近
感
が
強
い
。
こ
れ
に
付
随
し
て
、
日
本
の
よ
う
に
外

国
語
と
い
え
ば
九
九
％
ま
で
英
語
（
と
り
わ
け
米
語
）
を
意
味
す
る
が
ご
と
き
対
米
偏
重
主
義
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
は
当
然
の
こ

と
な
が
ら
存
在
し
な
い
。
第
三
に
、
軍
隊
に
つ
い
て
。
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
よ
う
な
小
国
は
、
も
と
よ
り
、
軍
事
的
勢
力
均
衡
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

す
る
度
合
い
も
低
い
と
い
う
潜
在
的
弱
点
を
持
っ
て
い
る
。
だ
が
小
国
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
よ
う
に
、
不
幸
に
し
て
紛
争
当
事
国
に
な

っ
た
場
合
を
除
い
て
、
軍
縮
指
向
的
政
策
を
採
り
や
す
い
と
い
う
利
点
を
持
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
大
国
は
自
国
の
覇
権
を
求
め
て
軍

拡
指
向
的
政
策
を
展
開
し
や
す
い
と
い
う
欠
点
を
持
っ
て
い
る
。
第
四
に
、
通
貨
に
つ
い
て
。
将
来
、
欧
州
共
通
通
貨
（
E
C
U
）
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

発
券
さ
れ
る
に
際
し
て
、
そ
の
た
め
に
E
U
各
国
が
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
経
済
的
諸
条
件
に
ほ
ぼ
適
合
し
て
い
る
の
は
、
残

念
な
が
ら
、
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
位
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
実
利
的
側
面
。
国
連
総
会
な
ど
の
国
際

機
関
で
、
大
国
も
一
票
（
一
名
代
表
）
、
小
国
も
一
票
（
］
名
代
表
）
、
と
い
う
一
国
一
票
（
一
名
代
表
）
制
度
が
採
用
さ
れ
る
場
合
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

あ
る
。
こ
の
一
国
一
票
（
一
名
代
表
）
制
度
か
ら
主
と
し
て
恩
恵
を
う
け
る
の
は
、
小
国
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
察
し
て
く
る
と
、

小
国
に
は
独
自
の
利
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
る
。

　
但
し
、
小
国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
経
済
的
に
繁
栄
し
え
た
の
は
、
自
由
で
民
主
的
な
諸
国
家
群
か
ら
な
る
欧
州
大
陸
の
中
心
部
に
位

置
し
て
、
そ
の
自
由
貿
易
体
制
を
享
受
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
石
油
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
そ
の
鉄
鋼
業
が
構
造

的
に
不
況
産
業
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
他
国
よ
り
も
低
い
税
率
を
（
法
入
税
に
）
適
用
し
て
、
一
種
の
税
制
天
国

（樽

艨
~
げ
Φ
粘
く
Φ
昌
）
を
形
成
し
、
金
融
・
銀
行
業
を
誘
致
し
た
。
つ
ま
り
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
（
隣
接
す
る
大
国
に
よ
っ
て
そ
の
安
全

を
保
障
さ
れ
て
い
る
）
小
国
で
あ
る
が
故
に
、
自
由
主
義
経
済
体
制
の
う
ま
味
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。
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次
に
、
従
来
、
主
と
し
て
国
法
学
た
る
憲
法
学
で
は
、
国
法
の
効
力
（
国
家
主
権
）
の
及
ぶ
範
囲
は
、
領
土
（
領
陸
＋
領
海
＋
領
空

の
三
者
）
で
あ
る
と
論
じ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
は
、
国
家
の
実
態
は
、
人
口
（
民
族
・
語
族
）
に
よ
っ
て
（
統
計
的
に
）
基

礎
づ
け
ら
れ
た
言
語
、
（
政
治
学
的
に
）
国
土
（
の
広
さ
）
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
軍
隊
、
（
経
済
学
的
に
）
G
N
P
（
の
大
き
さ
）

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
通
貨
の
三
者
で
あ
る
と
（
い
う
少
数
説
を
）
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
観
点
は
、
何
も
開
明
的
な
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
通
常
、
＝
疋
以
上
の
規
模
の
主
権
独
立
国
家
で
あ
る
な
ら
ば
、
国
家
主
権
の
及
ぶ
範
囲
で

は
、
（
独
自
の
言
語
は
別
と
し
て
も
、
）
独
自
の
軍
隊
と
独
自
の
通
貨
を
持
つ
の
が
当
然
で
あ
る
、
と
い
う
保
守
的
な
側
面
を
も
含
ん
で

い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
上
の
観
点
の
相
違
は
、
む
し
ろ
、
伝
統
的
な
憲
法
・
法
律
解
釈
学
と
し
て
の
国
家
学
と
「
社
会
科
学
の
一
分

野
で
あ
る
政
治
学
」
と
の
、
視
座
の
相
違
に
由
来
す
る
と
思
う
。

170

お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
一
九
九
一
年
四
月
か
ら
一
九
九
三
年
三
月
に
か
け
て
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
で
政
治
学
な
か
ん
ず
く
憲
法
を

専
攻
し
て
い
た
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
籍
の
日
本
国
文
部
省
国
費
留
学
生
P
・
ハ
イ
ソ
氏
が
、
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
い
う
国
家
は
小
国

で
あ
り
な
が
ら
、
独
自
の
言
語
、
軍
隊
、
通
貨
の
三
者
を
三
つ
と
も
持
っ
て
い
る
」
と
、
誇
ら
し
げ
に
言
及
し
、
「
か
よ
う
な
意
味
で
他

の
欧
州
大
陸
の
小
国
で
は
見
ら
れ
な
い
主
権
独
立
国
で
あ
る
」
と
、
力
説
し
た
の
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
書
き
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

個
人
的
に
は
、
夢
多
き
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
社
会
労
働
者
党
（
門
ω
〉
℃
匿
い
Φ
臼
Φ
げ
二
①
『
α
q
①
「
Q
り
o
N
一
9
。
一
一
ω
8
ω
o
＝
〉
『
σ
Φ
o
鐸
①
6
鋤
詳
①
ご
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
V

支
持
者
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
ハ
イ
ソ
氏
は
、
日
本
の
P
K
O
へ
の
安
易
な
参
加
に
は
明
白
に
反
対
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ル



欧州における独立国としての小国の地位

ク
セ
ン
ブ
ル
ク
が
独
自
の
軍
隊
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
ハ
イ
ソ
氏
に
と
っ
て
は
誇
る
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
私
見
に

よ
れ
ば
、
こ
の
愛
国
心
は
、
例
え
ば
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
人
種
（
閑
9
画
面
①
）
、
な
い
し
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
民
族
主
義
（
Z
p
鉱
0
8
房
∋
二
ω
）
」

と
言
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
、
排
他
性
を
含
む
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
「
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
（
く
。
涛
）
、
な
い
し
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
公
民
（
ω
鐙
讐
ω
び
口
『
ひ
q
Φ
「
）
」
と
述
べ
た
場
合
に
考
え
ら
れ
る
、

国
際
協
調
性
を
含
む
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
基
づ
い
た
、
愛
国
心
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。

　
彼
を
頼
っ
て
一
九
九
二
年
三
月
に
来
日
し
た
、
イ
ー
ヴ
・
ピ
ロ
ン
（
閃
く
Φ
ω
℃
一
「
O
昌
）
氏
は
、
」
S
A
P
の
国
会
議
員
秘
書
官
（
≧
8
9
Φ

℃
四
二
Φ
日
Φ
暮
巴
お
）
で
あ
っ
た
。
彼
ら
二
人
と
日
本
の
昭
和
天
皇
の
戦
後
責
任
（
Z
二
巴
単
二
Φ
轡
q
ω
ω
o
げ
巳
畠
）
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
た
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

に
、
「
日
本
国
民
の
中
で
お
よ
そ
二
・
五
％
の
者
が
、
昭
和
天
皇
を
『
戦
争
犯
罪
人
（
囚
二
①
α
q
ω
＜
①
吾
お
0
7
Φ
「
）
』
と
み
な
し
て
い
た
」
と

い
う
こ
と
に
言
い
及
ぶ
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
二
人
の
反
応
は
、
「
我
々
の
祖
国
で
は
そ
う
い
う
こ
と
は
全
く
な
い
。
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
国
民
は
皆
、
大
公
制
を
支
持
し
て
い
る
。
何
し
ろ
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
は
、
自
由
で
民
主
的
な
国
民
投
票
に
よ
っ
て
、
八
○
％

以
上
の
賛
成
票
を
も
っ
て
大
公
制
を
承
認
し
た
国
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
大
公
制
は
自
由
で
民
主
的
な
手
続
き

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
欧
州
大
陸
で
は
お
そ
ら
く
唯
一
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
だ
け
が
、
自
由
な
国
民
投
票
に
よ
っ
て
自
国
の
君
主

を
民
主
的
に
選
ん
で
い
る
と
思
う
。
世
界
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
自
由
で
民
主
的
な
手
続
き
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
君
主
国
は
、
ル
ク

セ
ン
ブ
ル
ク
だ
け
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
一
国
の
国
王
を
自
由
な
国
民
投
票
に
よ
っ
て
信
任
す
る
と
い
う
最
も
民
主
的
な
方
法
が
、
い
つ
、
い
か
な
る
理
由
で
、
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

の
よ
う
に
し
て
、
実
現
さ
れ
た
の
か
を
、
旧
稿
の
論
述
で
は
探
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

　
な
お
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
社
会
労
働
者
党
（
L
S
A
P
）
は
、
当
時
、
現
に
政
府
与
党
で
あ
っ
た
。
L
S
A
P
は
、
戦
後
、
】
九
四



五
年
か
ら
一
九
四
七
年
、
一
九
五
一
年
か
ら
一
九
五
九
年
、
一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
九
年
、
一
九
七
四
年
か
ら
一
九
七
九
年
、
お
よ

び
一
九
八
四
年
以
降
現
在
に
至
る
ま
で
、
都
合
五
回
に
わ
た
っ
て
連
立
政
権
の
政
府
与
党
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
す
な
わ
ち
、
「
日
本
国

民
中
二
・
五
％
の
者
の
昭
和
天
皇
戦
争
犯
罪
人
論
」
を
聞
い
た
時
の
、
ハ
イ
ソ
氏
と
イ
ー
ヴ
氏
の
反
応
は
、
呆
気
に
と
ら
れ
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

「
驚
愕
の
念
」
と
言
い
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
の
経
験
か
ら
し
て
、
戦
争
責
任
論
は
、
日
本
の
（
キ
リ
ス
ト
教
書
左
翼
の
）
社
会

党
支
持
者
の
一
部
で
好
ん
で
交
わ
さ
れ
る
話
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
こ
の
話
題
を
提
供
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
種
の
カ
ル
チ

ャ
ー
・
シ
ョ
ッ
ク
（
凶
¢
一
け
‘
「
ω
O
げ
O
O
げ
“
O
‘
一
旬
二
『
Φ
ω
プ
O
O
ズ
）
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
。
両
名
の
か
よ
う
な
対
応
に
対
す
る
筆
者
の
感
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
∀

は
、
「
仮
に
も
政
府
与
党
と
い
う
も
の
は
、
社
会
主
義
政
党
で
あ
っ
て
も
、
自
国
の
君
主
制
度
を
疑
問
視
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い

か
。
日
本
の
（
当
時
の
）
野
党
第
一
党
（
で
あ
っ
た
社
会
党
）
の
天
皇
制
論
議
と
は
、
（
ど
ち
ら
が
雲
か
、
泥
か
は
別
と
し
て
）
雲
泥
の

差
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
自
国
の
君
主
制
度
を
疑
問
視
し
て
い
れ
ば
、
日
本
の
野
党
第
一
党
が
政
府
与
党
に
な
ら
な
い
の
も
当
然
で
は

な
い
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
に
は
、
そ
れ
か
ら
わ
ず
か
一
年
五
箇
月
後
の
一
九
九
三
年
八
月
に
、
日
本

で
も
（
社
会
党
に
所
属
す
る
片
山
哲
を
首
班
と
す
る
［
社
会
党
・
民
主
党
・
国
民
協
同
党
の
三
党
か
ら
な
る
］
連
立
政
権
［
一
九
四
七

年
五
月
か
ら
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
在
職
］
、
お
よ
び
、
民
主
党
に
所
属
す
る
芦
田
均
を
首
班
と
す
る
［
社
会
党
・
民
主
党
連
立
派
・
国

民
協
同
党
の
三
党
か
ら
な
る
］
連
立
政
権
［
一
九
四
八
年
三
月
か
ら
同
年
一
〇
月
ま
で
在
職
］
以
来
）
四
五
年
ぶ
り
に
、
与
野
党
の
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

で
政
権
交
代
が
起
き
る
と
は
、
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

172

注
（
1
）
　
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
の
由
来
は
、
（
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
パ
レ
ル
モ
、
ミ
ラ
ノ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
等
と
同
じ
く
〉
中
世
の
自
治
権
を
有
し
た
都
市
国
家
に

　
　
さ
か
の
ぼ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
国
だ
け
が
「
独
立
国
」
と
し
て
今
日
ま
で
残
り
得
た
の
は
、
標
高
七
三
九
メ
ー
ト
ル
の
テ
ィ
タ
ー
ノ
山
を
中
心
と
す



欧州における独立国としての小国の地位

　
　
る
山
中
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
2
）
　
戦
後
日
本
の
立
憲
君
主
制
の
下
で
の
「
天
皇
」
の
英
語
名
は
、
一
九
四
六
年
二
月
四
日
の
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ノ
；
ト
」
が
「
天
皇
は
、
国
家
の
元

　
首
の
地
位
に
あ
る
（
↓
『
①
国
ヨ
O
虫
。
ユ
ω
讐
9
Φ
7
①
鋤
山
。
噛
誓
①
Q
D
粗
け
①
）
」
と
規
定
し
た
時
か
ら
、
国
ヨ
℃
①
「
o
噌
で
あ
っ
た
。
（
高
柳
賢
三
．
大
友
一
郎
．

　
　
田
中
英
夫
『
日
本
国
憲
法
制
定
の
過
程
』
（
有
斐
閣
・
一
九
七
二
年
）
一
巻
九
八
－
九
九
頁
。
〉
果
た
し
て
国
ヨ
O
霞
。
「
、
ド
イ
ツ
語
で
は
閉
鉱
ω
霞
と
の
表

　
　
記
が
、
旧
日
本
（
大
日
本
帝
国
）
時
代
よ
り
も
領
土
の
上
で
縮
小
さ
れ
た
新
日
本
（
日
本
国
）
で
、
慣
習
上
は
と
も
か
く
、
学
問
上
も
適
切
で
あ
る
か

　
　
否
か
と
言
う
点
で
、
若
干
の
懸
念
が
残
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
語
の
表
記
は
、
芝
＝
げ
色
ヨ
幻
α
三
唱
b
暗
ミ
§
蹄
ら
ミ
寄
誉
恥
§
験
〉
■
竃
①
訂
コ
避
く
霞
r

　
　
一
り
①
。
。
冒
Q
∩
．
㊤
O
ら
N
お
よ
び
G
り
Φ
評
吋
①
什
9
。
「
凶
姦
凶
Φ
ω
＜
①
詠
飴
ω
ω
⊆
旨
ぴ
q
ω
四
⊆
。
・
ω
6
7
⊆
。
自
匂
降
Φ
ω
》
b
暗
ミ
亀
ミ
象
譜
寒
誉
二
塁
ら
①
N
”
↓
o
評
《
ρ
Q
り
』
ゐ
■
弓
眞
閑
巴
ω
Φ
「

　
　
δ
三
戸
幻
①
ヨ
冨
註
2
窪
日
き
P
ム
§
魯
ミ
鑓
§
織
ミ
§
ミ
ミ
誌
§
＼
ミ
§
§
ミ
忘
誉
簑
轟
O
』
㊤
ヨ
き
戸
H
ゆ
。
。
・
。
響
ω
」
。
。
①
山
。
。
N
と
Z
。
N
。
ヨ
ロ

　
ω
露
ヨ
訂
二
．
∪
餌
ω
、
、
弓
Φ
目
。
山
導
8
a
．
…
国
冒
Φ
＜
Φ
臥
餌
の
ω
口
実
ω
お
弔
辞
膏
冨
Q
り
ε
臼
o
N
霞
Z
餌
曾
ξ
凶
①
σ
q
。
・
N
Φ
算
三
智
9
昌
、
》
告
白
諒
尋
§
壽
§
め
§
嵩
ミ
ー

　
　
簿
§
謁
象
諒
射
譜
、
O
爵
§
ミ
匙
ミ
と
じ
σ
深
戸
。
P
ら
。
。
ρ
ω
■
①
N
G
。
よ
呂
■
お
よ
び
2
0
N
o
ヨ
⊆
Q
つ
三
ヨ
詩
F
、
U
凶
Φ
し
り
8
＝
ロ
コ
ひ
q
ロ
ロ
自
じ
d
①
旨
σ
q
昌
凶
鴇
①
O
Φ
ω
目
①
ロ
ロ
。
ド

　
　
壽
ミ
臓
、
o
ミ
勘
ミ
⑦
ミ
ミ
8
い
×
レ
㊤
刈
◎
ω
」
幽
O
■
で
は
α
臼
↓
①
つ
づ
。
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
こ
こ
で
、
後
に
注
（
4
5
）
で
改
め
て
論
及
す
る
、
筆
者
の
天
皇
制
観
の
基
底
に
あ
る
考
え
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
「
大
日
本
帝
国
の
『
天
皇
』
の
み
が
、
（
神
武
天
皇
即
位
か
ら
二
千
六
百
余
年
を
経
て
）
何
と
言
っ
て
も
一
番
古
く
、
『
万
邦
無
比
（
世
界
の
中
で
唯

　
　
一
固
有
）
』
で
あ
り
、
『
万
世
一
系
（
永
遠
に
一
つ
の
血
統
が
続
い
て
き
た
の
ζ
で
あ
る
」
と
専
ら
主
張
す
る
、
神
話
と
伝
説
の
み
に
基
づ
く
「
国
粋
主

　
　
義
思
想
」
は
危
険
で
あ
る
。
け
だ
し
、
か
よ
う
な
「
国
粋
主
義
者
」
は
、
「
で
あ
る
か
ら
、
日
本
（
大
和
）
民
族
は
他
民
族
に
優
越
し
、
世
界
を
支
配
す

　
　
べ
き
運
命
に
あ
る
」
と
い
う
「
侵
略
肯
定
論
」
を
主
張
し
た
か
ら
で
あ
る
。
（
村
上
重
良
『
現
代
宗
教
と
政
治
』
（
東
大
出
版
会
・
一
九
七
八
年
）
二
四

　
－
三
一
頁
参
照
。
）

　
　
　
こ
の
よ
う
な
神
が
か
り
の
道
を
是
正
す
る
た
め
に
、
幣
原
喜
重
郎
首
相
は
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
に
『
人
間
天
皇
の
宣
言
』
と
言
わ
れ
る
詔
書
を

　
　
発
布
せ
し
め
た
。
そ
の
一
節
に
、
「
朕
と
爾
等
国
民
と
の
聞
の
紐
帯
は
、
終
始
相
互
の
信
頼
と
敬
愛
と
に
依
り
て
結
ば
れ
、
単
な
る
神
話
と
伝
説
に
依
り

　
　
て
生
ぜ
る
も
の
に
非
ず
。
天
皇
を
以
て
現
御
神
と
し
、
且
つ
、
日
本
国
民
を
以
て
他
の
民
族
に
優
越
せ
る
民
族
に
し
て
、
延
て
世
界
を
支
配
す
べ
き
運

　
　
命
を
有
す
と
の
架
空
な
る
観
念
に
基
く
も
の
に
非
ず
」
と
あ
る
。
ち
な
み
に
。
同
詔
書
の
英
文
で
は
、
↓
7
①
ぼ
①
ω
σ
無
≦
Φ
Φ
昌
¢
の
餌
巳
O
舞
O
①
o
見
Φ

　
　
鍔
く
。
巴
妻
昌
ω
ω
8
0
匹
后
8
ヨ
ロ
ε
山
＝
歪
ω
叶
。
二
日
凍
①
a
O
P
↓
げ
塁
α
0
8
け
匹
8
0
三
后
8
日
Φ
【
①
δ
o
q
Φ
＆
ω
o
a
ヨ
旨
房
．
↓
げ
2
餌
冨
琴
件
　
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
0
お
臼
。
讐
巴
8
9
①
｛
巴
。
。
Φ
6
0
9
8
ユ
。
ロ
臣
讐
昏
①
国
ヨ
O
韓
Φ
＝
ω
9
＜
5
①
b
β
痴
夢
鼻
。
け
｝
①
一
碧
磐
①
ω
①
O
Φ
8
竃
碧
Φ
ω
唇
①
『
δ
二
〇
〇
9
臼
8
0
Φ
の
窪
α



　
　
貯
8
匹
8
「
三
①
9
Φ
≦
o
ユ
ユ
．
と
記
さ
れ
て
い
る
。
（
幣
原
平
和
財
団
『
幣
原
喜
重
郎
』
（
国
立
国
会
図
書
館
内
同
財
団
・
一
九
五
五
年
）
六
六
八
⊥
ハ
七

　
　
二
頁
・
）
戦
後
五
〇
年
を
経
て
・
幣
原
が
意
図
し
た
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
「
戦
力
不
保
持
の
宣
一
言
」
は
、
事
実
上
解
釈
改
憲
に
よ
・
て
空
文
化
さ
れ
捌

　
　
た
。
そ
れ
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
『
人
間
天
皇
の
宣
言
』
は
遍
く
国
民
に
定
着
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
『
宣
言
』
で
は
旧
憲
法
に
言
う
「
臣
民

　
　
（
ω
口
9
Φ
9
。
・
と
で
は
な
く
、
新
憲
法
（
一
九
四
六
年
一
一
月
三
日
公
布
）
に
言
う
「
国
民
（
℃
Φ
o
且
①
と
と
い
う
言
葉
が
、
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ

　
　
の
点
か
ら
考
え
て
も
、
当
時
と
し
て
は
先
見
性
に
富
ん
だ
文
書
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

（
3
）
　
な
お
、
現
在
「
帝
国
」
と
自
称
す
る
君
主
国
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
一
九
七
九
年
一
月
の
イ
ラ
ン
革
命
で
パ
ー
レ
ビ
国
王
（
ω
貝
回
が
退
く
ま

　
　
で
、
イ
ラ
ン
は
正
式
名
「
イ
ラ
ン
帝
国
（
目
途
且
話
〇
二
葉
『
区
Φ
珍
く
口
口
伽
ω
プ
9
き
三
四
寓
愚
臣
ぎ
）
」
と
自
称
し
て
い
た
。
（
国
ら
9
＞
陰
ゴ
9
ω
■
じ
d
磐
犀
ρ

　
　
ぎ
ミ
§
、
ぎ
ミ
さ
。
暮
ミ
、
ミ
ミ
q
蔑
織
竈
舜
ζ
o
O
轟
≦
－
＝
≡
ロ
σ
o
o
吋
O
o
．
、
一
〇
刈
。
。
も
O
』
器
－
・
。
b
。
切
．
）

（
4
＞
　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
、
根
岸
国
孝
訳
、
『
法
の
精
神
・
世
界
の
大
思
想
1
6
』
（
河
出
書
房
・
一
九
六
六
年
）
一
二
七
－
一
二
九
頁
（
第
一
部
第
八
篇
第

　
　
十
六
、
十
七
、
十
九
、
二
十
章
）
。
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
著
、
野
田
・
稲
本
・
上
原
・
田
中
・
三
辺
・
横
田
訳
『
法
の
精
神
・
上
巻
』
（
岩
波
書
店
．
一
九

　
　
八
七
年
）
一
七
〇
一
一
七
三
頁
（
三
辺
博
之
訳
H
第
一
部
第
八
編
第
十
六
、
十
七
、
十
九
、
二
十
章
）
。

（
5
）
　
マ
ル
タ
語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
影
響
を
強
く
受
け
た
セ
ム
語
系
の
言
語
で
あ
る
。
マ
ル
タ
語
は
マ
ル
タ
共
和
国
の
国
語
で
あ
る
が
、
］
九
三
九
年
の

　
　
憲
法
改
正
に
よ
り
、
英
語
も
公
用
語
に
指
定
さ
れ
た
。
一
方
、
イ
タ
リ
ア
語
も
日
常
生
活
で
は
広
範
に
使
わ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
ユ
ー
ロ
ス
タ
ッ
ト
、
∪
①
ヨ
。
ひ
q
鑓
℃
三
〇
ω
冨
叶
一
ω
二
6
ω
』
O
漣
に
よ
る
。
大
西
健
夫
・
岸
上
慎
太
郎
編
『
E
U
統
合
の
系
譜
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
．
一

　
　
九
九
五
年
）
一
七
一
頁
（
中
曽
根
佐
織
「
市
民
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
）
を
参
照
。

（
7
）
貯
。
・
ゆ
q
．
＜
．
ζ
．
＜
』
β
。
巨
け
自
。
b
ミ
壽
§
＼
ミ
職
ミ
ミ
§
§
壽
謡
初
固
鴇
冨
「
証
。
・
6
冨
ヨ
・
9
＜
Φ
「
語
」
o
㊤
ド
。
。
戸
自
・

（
8
）
　
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
独
自
の
国
家
を
持
っ
て
い
な
い
最
大
規
模
の
民
族
集
団
の
一
つ
と
し
て
、
総
数
約
＝
一
＝
○
万
な
い
し
約
一
八
八
○
万
人

　
　
を
数
え
る
ク
ル
ド
民
族
が
あ
る
。
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
ト
ル
コ
、
シ
リ
ア
の
国
境
に
位
置
す
る
山
岳
地
帯
に
在
住
す
る
ク
ル
ド
民
族
は
、
一
九
四
五
年

　
　
に
＝
箇
月
だ
け
現
在
の
イ
ラ
ン
領
土
内
で
独
自
の
小
さ
な
共
和
国
を
樹
立
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
現
在
で
も
西
欧
各
国
に
は
、
ク
ル
ド
人
亡
命
者
が
多

　
　
数
い
る
と
い
う
。
ク
ル
ド
民
族
に
対
し
て
、
イ
ラ
ク
の
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
府
が
化
学
兵
器
を
使
用
し
た
こ
と
は
、
我
々
の
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、

　
　
こ
れ
ら
中
近
東
四
箇
国
の
政
情
安
定
の
た
め
に
投
入
さ
れ
た
、
西
欧
や
日
本
の
（
も
と
よ
り
平
和
的
な
）
経
済
的
援
助
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
普
通
は
、

　
　
ク
ル
ド
人
の
自
治
権
の
た
め
に
は
役
立
っ
て
い
な
い
と
、
当
該
ク
ル
ド
人
亡
命
者
は
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
四
箇
国
の
政
権
の
基
盤
が
安
定
す

　
　
る
こ
と
は
、
通
常
は
、
そ
の
余
勢
を
駆
っ
て
「
ク
ル
ド
人
弾
圧
」
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
を
、
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
中
央
政
府
に
対
す
る



「
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援
助
は
、
そ
の
国
の
（
辺
境
に
位
置
す
る
）
反
体
制
派
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
死
活
問
題
に
か
か
わ
る
「
敵
対
行
為
」
と
受
け
取
ら
れ
か
ね
な
い
の
で

あ
る
。
幸
い
に
し
て
、
日
本
政
府
は
、
武
器
輸
出
等
の
（
直
接
的
な
）
軍
事
的
援
助
を
行
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
平
和
的
な
援
助
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
（
結
果
的
に
）
被
援
助
国
の
（
少
数
民
族
（
二
陣
。
葺
《
）
で
あ
る
）
反
体
制
派
に
と
っ
て
は
、
脅
威
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
可
能
性
は
、
当

該
反
体
制
派
の
入
権
擁
護
の
観
点
か
ら
、
援
助
決
定
に
際
し
て
、
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
件
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
だ
が
、
内
政
（
、
す
な
わ
ち
他
国
の
国
内
事
項
に
対
す
る
）
干
渉
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
、
外
国
政
府
は
ク
ル
ド
人
自
治
支
援
は
な

し
え
な
い
こ
と
も
、
対
外
政
策
の
ル
ー
ル
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
き
お
い
日
本
人
の
ク
ル
ド
人
に
対
す
る
関
心
も
鎮
静
化
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
残
念

な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
、
我
々
（
部
外
者
）
が
な
し
う
る
手
助
け
に
は
限
界
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ク
ル
ド
人
自
治
の
問
題
は
、
我
々
研
究
者
は

決
し
て
万
能
で
は
な
く
、
解
決
で
き
ず
に
、
欲
求
不
満
（
ヰ
易
窪
異
δ
口
）
の
み
が
増
幅
さ
れ
て
、
憔
惇
し
き
っ
て
し
ま
う
と
い
う
類
い
の
問
題
が
、
山

ほ
ど
あ
る
と
い
う
「
学
術
研
究
の
限
界
」
の
一
端
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
ク
ル
ド
民
族
の
総
人
口
は
、
雷
話
ぴ
q
．
タ
冨
．
く
■
じ
d
碧
教
範
P
b
鴨
、
ミ
逡
魯
ミ
ミ
ミ
ミ
、
ミ
§
賢
簿
N
逡
へ
”
固
ω
∩
『
霞
日
蝉
ω
∩
げ
Φ
コ
σ
ロ
。
げ
く
Φ
ユ
。
ぴ
Q
曽

ち
㊤
。
。
w
ω
℃
』
認
〕
念
ρ
直
。
。
〕
①
し
。
。
。
鴇
繍
ω
■
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
コ
に
は
点
穴
〇
〇
万
人
の
ク
ル
ド
語
を
話
す
人
々
、
な
い
し
、
約
八
七
〇
万
人
の
ク
ル
ド
民

族
の
血
統
に
属
す
る
人
々
（
公
的
統
計
上
は
、
総
人
口
の
年
豆
％
［
約
四
〇
〇
万
人
］
を
占
め
る
「
山
岳
ト
ル
コ
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
々
）
が
い

る
。
次
い
で
イ
ラ
ン
に
は
約
四
七
六
万
人
目
総
人
口
の
八
％
）
、
イ
ラ
ク
に
は
約
三
五
三
万
人
（
総
人
口
の
一
九
％
）
、
シ
リ
ア
に
は
約
七
五
万
人
以
上

（
総
人
口
の
六
％
以
上
）
の
ク
ル
ド
人
が
在
住
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
四
箇
国
に
は
合
計
で
、
約
＝
二
〇
四
万
人
以
上
な
い
し
約
一
八
七
四

万
人
以
上
の
ク
ル
ド
入
が
、
公
的
な
統
計
の
上
で
は
、
在
住
し
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ル
メ
ニ
ア
に
は
、
約
六
万
人
の
亡

命
ク
ル
ド
人
（
総
人
口
の
撫
牛
％
）
が
在
住
し
て
い
る
。
後
者
は
、
主
と
し
て
、
一
九
四
五
年
当
時
イ
ラ
ン
領
土
内
に
創
ら
れ
た
「
ク
ル
ド
共
和
国
」

か
ら
（
旧
ソ
連
へ
V
の
亡
命
者
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
表
記
方
法
に
よ
る
と
、
ク
ル
ド
語
に
は
、
ク
ル
マ
ー
ン
ジ
ー
と
ソ
ラ
ー
ニ
ー
と
い
う
、
二
つ
の
主
要
「
方
言
」
が
あ
る
。
ク
ル
マ
ー
ン
ジ
ー

は
、
（
旧
）
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
と
（
新
）
ラ
テ
ン
文
字
表
記
の
二
種
類
が
あ
る
。
ソ
ラ
ー
二
一
は
、
ア
ラ
ビ
ア
文
字
表
記
で
あ
る
。
「
方
言
」
が
違
え

ば
互
い
の
意
志
疎
通
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
り
、
ク
ル
マ
：
ン
ジ
ー
と
ソ
ラ
ー
二
一
で
は
、
言
語
学
的
に
は
ド
イ
ツ
語
と
英
語
ほ
ど
の
隔
た
り
が
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
ク
ル
ド
語
と
い
う
範
疇
で
く
く
れ
る
の
は
、
ク
ル
ド
民
族
が
持
つ
「
ク
ル
デ
ィ
ス
タ
ー
ン
（
ク
ル
ド
入
の
地
）
」
へ
の
共
通
の
帰
属
意

識
の
故
で
あ
る
。
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
編
、
綾
部
恒
雄
監
修
『
世
界
の
民
”
光
と
影
［
上
］
』
（
明
石
書
店
・
一
九
九
三
年
）
三
一
七
⊥
二
二
六
頁
（
山
口
　
7
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

昭
彦
「
ク
ル
ド
入
」
）
。
）



（
9
）
じ
ロ
9
。
鑓
蕾
’
b
ミ
穿
簿
ミ
ミ
ミ
ミ
§
§
織
簿
這
途
あ
ウ
刈
。
。
ω
－
刈
。
。
①
．

（
1
0
）
　
Ω
ω
σ
Φ
「
二
毛
閃
家
宅
N
曽
．
．
O
o
Φ
笹
ロ
ヨ
．
、
導
じ
口
冨
¢
ω
8
ヨ
＼
閃
訂
昌
F
O
§
恥
ミ
ミ
凡
§
偽
ミ
ミ
Q
9
ミ
ミ
ミ
禽
ミ
導
帰
塁
ミ
O
o
Φ
山
コ
月
一
り
。
。
O
も
．
一
．
宮
沢
俊
義
　
恥

　
　
編
『
世
界
憲
法
集
第
四
版
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
三
年
）
七
〇
頁
（
清
宮
四
郎
）
。

（
1
1
∀
　
「
最
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
要
覧
』
（
東
京
書
籍
・
一
九
九
三
年
置
七
一
頁
。
な
お
、
元
々
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
方
言
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ロ
ン
語
は
、
今
日

　
　
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
に
同
化
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
同
書
、
六
九
頁
V
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
フ
ラ
マ
ン
語
と
オ
ラ
ン
ダ
語
は
容
易
に
同
一
の
言
語
と
い

　
　
う
概
念
で
把
握
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
フ
ラ
マ
ン
語
に
は
独
特
の
方
言
が
今
日
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
近
年
、
フ
ラ
マ
ン
語
地
区
の
学
校

　
　
や
大
学
で
も
、
正
式
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
教
え
る
努
力
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
フ
ラ
マ
ン
語
地
区
の
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
書
き

　
　
言
葉
と
し
て
は
正
式
で
あ
り
、
話
し
言
葉
と
し
て
も
ほ
ぼ
正
式
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
勺
国
巳
ζ
鉾
8
5
b
暗
題
O
ミ
§
概
O
毛
§
窯
喧
§
い

　
　
＝
σ
Φ
牌
器
轡
一
㊤
G
。
押
Q
り
。
㊤
■
）

（
1
2
）
　
ド
イ
ツ
国
内
に
は
、
こ
の
他
に
（
統
計
上
、
ド
イ
ツ
国
籍
に
算
入
さ
れ
て
い
る
が
）
固
有
の
基
本
権
を
も
つ
少
数
民
族
と
し
て
、
（
旧
東
ド
イ
ツ
南
東

　
　
部
に
住
む
西
ス
ラ
ブ
系
の
種
族
で
あ
る
）
ソ
ル
ビ
ア
（
ω
o
き
①
昌
）
人
な
い
し
ウ
ェ
ン
ド
（
を
。
呂
Φ
冨
）
人
が
六
万
人
目
北
部
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
ィ
ヒ
地
方

　
　
に
お
け
る
デ
ン
マ
ー
ク
人
が
三
万
人
、
シ
ィ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
（
ω
ぎ
切
目
巳
菊
。
ヨ
巴
が
三
万
人
在
住
し
て
い
る
。
（
b
ミ
穿
ミ
ミ
ミ
戴
ミ
、
ミ
§
亀
簿
N
℃
℃
典

　
　
Q
∩
℃
』
霧
．
V
こ
の
内
、
シ
ィ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
、
英
語
で
ジ
プ
シ
ー
（
O
巻
。
。
邑
、
仏
語
で
ジ
タ
ン
（
ぴ
q
騨
四
5
）
と
呼
ば
れ
る
。
彼
ら
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
来

　
　
た
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
シ
ィ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
ロ
マ
ニ
ー
語
（
肉
。
ヨ
曽
塁
）
を
話
す
。
ロ
マ
ニ
ー
語
と
イ
ン
ド
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
が
似
て
い

　
　
る
こ
と
か
ら
、
今
で
は
、
イ
ン
ド
起
源
説
が
有
力
で
あ
る
。
（
浅
井
信
雄
『
民
族
世
界
地
図
』
（
新
潮
社
・
一
九
九
三
年
〉
八
六
－
九
〇
頁
。
〉
い
ず
れ
に

　
　
し
て
も
、
欧
州
キ
リ
ス
ト
教
国
に
と
っ
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
と
同
様
に
、
シ
ィ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
は
異
質
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
「
差
別
」
の
対
象
と
な
っ
て

　
　
き
た
。
ド
イ
ツ
の
R
・
v
・
ヴ
ァ
イ
ツ
ゼ
ッ
カ
i
連
邦
大
統
領
も
、
一
九
八
五
年
五
月
八
日
の
演
説
の
中
で
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
（
一
極
め
て
大
雑
把
な

　
　
概
数
で
は
あ
る
が
1
忌
事
〇
夏
雲
に
及
ぶ
）
シ
ィ
ン
テ
ィ
・
ロ
マ
の
虐
殺
に
つ
い
て
言
及
し
て
、
こ
の
事
実
を
誠
実
に
記
憶
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。

　
　
（
空
騒
費
α
〈
o
コ
芝
Φ
剛
N
。
。
警
ぎ
「
、
ぎ
謡
b
§
冴
ら
ミ
§
織
話
し
・
M
O
O
勾
Q
り
○
げ
Φ
一
ω
一
①
旺
Φ
さ
一
ω
．
〉
鼠
一
．
仏
㊤
。
。
刈
”
Q
Q
．
一
①
．
永
井
清
彦
訳
『
荒
れ
野
の
四
〇
年
』

　
　
（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
Z
o
．
G
日
㎝
・
一
九
八
六
年
）
一
一
、
三
七
頁
、
注
4
。
）

（
1
3
）
　
参
考
ま
で
に
付
記
す
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
は
他
に
一
％
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
在
住
し
て
い
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は
、
福
音
ル
ー
テ
ル
教

　
　
会
（
国
教
）
が
九
五
％
。
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
（
国
教
）
が
八
七
％
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
八
％
。
ア
ン
ド
ラ
で
は
カ
ト
リ
ッ

　
　
ク
が
九
四
・
二
％
。
バ
チ
カ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
の
法
王
聖
座
で
あ
る
。
サ
ン
マ
リ
ノ
、
マ
ル
タ
、
モ
ナ
コ
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
が
国
教
で
あ
る
。
こ
れ
ら
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欧
州
に
お
け
る
八
つ
の
小
国
は
、
い
ず
れ
も
単
】
の
宗
派
が
多
数
派
を
占
め
る
キ
リ
ス
ト
教
国
で
あ
り
、
宗
教
的
な
意
味
で
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
形
成

　
　
し
ゃ
す
い
、
人
口
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
寓
8
7
餌
巴
ω
o
ξ
o
Φ
ρ
蓼
O
δ
b
評
鳴
蒜
轟
ミ
§
卜
§
鳴
§
ミ
蔭
∪
「
’
Z
●
じ
u
「
o
o
貯
ヨ
2
馨
し
¢
○
。
◎
ψ
刈
■

（
1
5
）
　
国
α
．
9
＞
詳
『
①
「
Q
っ
．
¢
0
9
。
⇒
評
ρ
二
食
、
§
ミ
ミ
謡
§
o
簿
黛
ミ
鳴
ぎ
ミ
駄
N
b
㎏
ト
O
Q
り
〉
℃
⊆
σ
彦
山
二
〇
昌
ρ
お
曾
も
」
O
①
．
ち
な
み
に
、
こ
の
文
献
に
は
、

　
　
「
議
会
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
誤
っ
て
書
い
て
あ
っ
た
。

（
1
6
＞
　
ち
な
み
に
、
『
朝
日
年
鑑
1
9
9
4
』
（
朝
日
新
聞
社
）
四
一
六
頁
も
、
「
主
要
言
語
は
フ
ラ
ン
ス
語
。
ド
イ
ツ
語
系
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
、
ド
イ
ツ

　
　
語
も
使
わ
れ
る
」
と
、
筆
者
と
は
異
な
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
両
者
の
見
解
の
相
違
は
、
公
文
書
と
法
令
で
使
わ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
語
が
主
要
言
語
な

　
　
の
か
、
議
会
に
お
い
て
審
議
す
る
時
も
含
め
て
、
日
常
使
う
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
（
母
国
語
）
が
主
要
言
語
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
由
来
す
る
も
の

　
　
で
あ
る
。

　
　
　
な
お
、
ハ
イ
ソ
氏
に
よ
れ
ば
、
公
文
書
と
法
令
で
ド
イ
ツ
語
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
所
以
は
、
「
憲
法
と
政
治
制
度
が
フ
ラ
ン

　
　
ス
か
ら
輸
入
（
借
用
）
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
議
会
制
度
上
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ル
ギ
ー
の
影
響
が
極
め
て
大
き
い
」
か
ら
で
あ
る
。
但
し
、
「
議
会
で

　
　
も
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
語
で
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
」
こ
と
は
、
明
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
1
7
）
　
一
般
に
国
家
の
「
主
権
」
、
「
（
排
他
的
）
統
治
権
」
な
い
し
「
国
法
の
効
力
」
が
及
ぶ
領
域
（
領
土
）
と
し
て
は
、
「
領
土
（
狭
義
の
領
土
）
」
、
「
領

　
　
海
」
、
「
領
空
」
の
三
者
が
あ
る
。
（
佐
藤
功
『
日
本
国
憲
法
概
説
全
訂
第
二
版
』
（
学
齢
書
房
二
九
七
三
年
）
四
四
一
頁
。
）
し
か
し
、
簡
潔
に
表
現
す

　
　
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
「
（
広
義
の
）
領
土
」
と
同
意
語
で
あ
る
「
国
土
の
面
積
」
、
「
国
土
」
な
い
し
「
（
国
家
の
）
面
積
」
を
も
っ
て
こ
の
三
者
の
代

　
　
表
概
念
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
「
国
土
の
面
積
」
、
「
国
土
」
な
い
し
「
（
国
家
の
）
面
積
」
と
称
す
る
時
に
は
、
「
領
陸
（
狭
義
の
領
土
V
」
の

　
　
み
な
ら
ず
、
「
領
陸
（
狭
義
の
領
土
）
」
に
付
随
す
る
「
領
空
」
と
「
領
海
」
を
も
言
外
に
含
む
も
の
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
1
8
）
　
Ω
ぎ
①
簿
O
o
口
く
Φ
「
ω
＼
δ
o
ω
叶
鋤
霞
。
ロ
．
、
”
b
U
冨
二
馨
。
ぎ
＼
詔
旨
昌
N
曽
o
P
o
同
叶
（
ロ
0
8
一
〇
）
－
一
国
9
”
』
’

（
1
9
）
　
『
最
新
世
界
各
国
要
覧
6
訂
版
』
（
東
京
書
籍
・
】
九
九
一
年
）
一
五
八
－
一
五
九
頁
。

（
2
0
）
　
竃
巴
8
芝
①
三
〇
貫
．
甫
訂
O
「
9
。
a
U
9
ξ
o
h
い
ロ
×
①
ヨ
げ
。
霞
ひ
q
．
一
b
σ
醇
⊆
ω
け
①
ヨ
＼
コ
き
N
層
8
．
9
け
．
（
8
3
一
e
層
陥
り
。
。
駅
も
■
卜
。
P

（
2
1
）
　
ω
o
ぼ
8
戸
p
。
■
P
O
．
（
〉
昌
ヨ
’
一
心
γ
Q
っ
・
卜
。
Q
。
－
隠
．

（
2
2
）
　
日
本
国
民
と
日
本
政
府
の
平
和
憲
法
に
つ
い
て
の
憲
法
意
識
の
上
で
建
て
前
と
本
音
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
認
め
ら
れ
る
点
と
し
て
、
例
え
ば
、
一
九
七
一
　
7
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
年
二
月
の
政
府
調
査
で
は
コ
切
軍
備
を
持
た
な
い
方
が
良
い
三
三
％
」
よ
り
も
「
自
衛
の
た
め
の
軍
備
は
持
っ
た
方
が
良
い
四
六
％
」
で
、
軍
備
の



　
　
必
要
性
を
認
め
つ
つ
【
本
音
】
、
一
九
七
〇
年
六
月
の
朝
日
新
聞
調
査
に
よ
れ
ば
「
九
条
改
正
賛
成
二
七
％
」
よ
り
も
「
九
条
改
正
反
対
五
五
％
」
が
二

　
　
倍
以
上
多
く
な
・
て
い
る
【
建
て
前
】
の
で
あ
る
・
（
上
野
裕
久
「
国
民
の
憲
法
意
識
」
『
ジ
・
リ
ス
ト
六
＝
一
八
号
二
九
七
七
年
五
月
三
日
号
百
本
酩

　
　
国
憲
法
－
三
学
年
の
軌
跡
と
展
望
』
（
有
斐
閣
）
五
七
－
六
四
（
六
三
）
頁
。
）
ま
た
、
「
非
核
三
原
則
」
を
日
本
政
府
は
主
張
し
て
い
る
【
建
て
前
】

　
　
が
、
一
九
八
三
年
六
1
七
月
過
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
○
・
○
％
の
学
生
は
「
核
兵
器
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
」
と
み
な
し
、
「
か
っ
て
は
持
ち
込

　
ま
れ
て
い
た
が
、
今
は
な
い
と
思
う
」
と
解
答
し
た
五
・
五
％
の
学
生
と
共
に
、
八
五
・
五
％
の
学
生
は
、
「
非
核
三
原
則
」
の
空
文
化
の
現
状
を
認
識

　
　
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
「
過
去
、
現
在
土
ハ
に
核
兵
器
は
持
ち
込
ま
れ
て
い
な
い
」
と
信
じ
る
学
生
は
三
・
八
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
【
本
音
】
の
で
あ
る
。

　
　
（
和
田
英
夫
・
小
林
直
樹
・
深
瀬
忠
一
・
古
川
純
編
『
平
和
憲
法
の
創
造
的
展
開
』
（
学
士
書
房
・
一
九
八
七
年
）
二
三
－
二
六
（
二
五
－
二
六
）
頁
。
）

　
　
但
し
、
冷
戦
が
世
界
の
趨
勢
を
支
配
し
て
い
た
一
九
八
三
年
当
時
と
は
異
な
っ
て
、
現
在
は
「
非
核
三
原
則
」
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
筆
者
も
信
じ
て

　
　
い
る
。

（
2
3
）
芝
①
三
∩
互
8
．
簿
．
（
昌
0
8
N
O
）
’
O
』
卜
。
・

（
2
4
）
　
『
最
新
世
界
各
国
要
覧
6
訂
版
』
＝
二
九
、
一
五
九
、
一
七
七
、
一
八
一
頁
。
国
α
■
ξ
b
d
『
冨
昌
国
§
8
斜
§
Q
⑦
ミ
虜
§
§
げ
さ
ミ
ー
し
口
。
審
N
℃
融
－

　
　
㎏
鈴
ω
δ
」
≦
卿
二
ぎ
、
ω
勺
吋
Φ
ω
ρ
H
8
卜
。
℃
O
O
．
＄
9
㊤
O
倉
㊤
ω
9
一
＝
ω
■

（
2
5
）
　
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
八
六
八
年
に
軍
隊
を
廃
止
し
て
以
来
「
非
武
装
中
立
政
策
」
を
採
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
ス
イ
ス
が
国
防
政
策

　
　
を
担
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
正
確
な
表
現
で
は
な
い
虞
が
あ
る
。
し
か
し
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
「
中
立
」
を
守
り
得
た
の
は
、

　
　
ひ
と
え
に
隣
国
ス
イ
ス
が
一
八
一
五
年
以
来
守
っ
て
き
た
「
武
装
中
立
政
策
」
の
恩
恵
に
因
る
も
の
で
あ
る
。
万
一
、
ス
イ
ス
が
戦
争
に
加
担
し
て
い

　
　
た
な
ら
ば
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
も
戦
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
事
実
上
ス
イ
ス
の
国
防
政
策
の
傘
下
に
あ
る
の
で
、
本
文

　
　
の
よ
う
に
記
し
た
の
で
あ
る
。
（
『
最
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
要
覧
』
八
五
、
九
一
頁
。
『
最
新
世
界
各
国
要
覧
6
訂
版
』
一
七
一
頁
。
）

　
　
な
お
、
ス
イ
ス
は
（
わ
ず
か
）
対
G
N
P
（
G
D
P
）
比
一
・
九
％
（
一
九
八
○
年
）
、
二
・
一
（
二
・
三
）
％
（
一
九
八
五
年
）
、
二
．
○
％
二

　
　
九
八
六
こ
口
、
一
・
八
％
（
一
九
八
九
年
）
、
一
・
八
％
（
一
九
九
〇
年
）
な
い
し
一
・
七
％
（
一
九
九
一
年
、
、
．
日
7
①
ζ
剛
＝
β
曙
じ
0
9
。
冨
コ
∩
①
、
．
6
㊤
卜
。
－
ら
㊤
ω

　
　
に
よ
る
）
の
国
防
予
算
で
「
武
装
中
立
政
策
」
を
採
っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
険
し
い
山
脈
地
帯
と
い
う
「
陸
の
要
害
」
に
立
地
し
て
い
る
と
い
う
利
点

　
　
に
も
よ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
＝
月
現
在
、
約
五
五
〇
万
入
（
ス
イ
ス
国
民
の
約
八
五
％
）
を
収
容
し
う
る
核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
建
設
し
て
い
る

　
　
点
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
が
学
ぶ
点
は
多
い
と
思
う
。
（
『
最
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
要
覧
』
八
七
－
八
八
頁
。
『
最
新
世
界
各
国
要
覧
6
訂
版
』
一
六
九
頁
。
『
世

　
　
界
国
勢
図
会
一
九
九
ニ
ー
一
九
九
三
』
（
国
勢
社
・
一
九
九
二
年
）
五
九
頁
。
『
世
界
国
勢
図
会
一
九
九
四
－
一
九
九
五
』
）
（
国
勢
社
．
一
九
九
三
年
）
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図表7：ストライキ日数（勤労者一人が一年間に行うストの日数）

　　　　　　　　　　　の国際比較と失業率（100人当たり何人が失業者か）の国際比較

　　　　　　スト日数（年）　失業率（年）　　　　　　　　スト日数（年）　失業率（年）

　　　　　　39．506（1986）　　　8．0（1980）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．093　　（1986）　　　6．1（1980）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デンマーク
　　f舜　　　　　 32．240（　’87）　　10．1（　’85）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．137　　（　’87）　　8．7（　，85）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2．0％】
　【2，2％】　　23．206（　’88）　　9．6（　’90）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．096　　（　’88）　　　8．0（　’90）

　　　　　　31・053（　’89）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．027　　（1986）　　　3，8（1980）

　　　　　　1L861（1986）　　7．1（1980）　　　　　　西ぢ虫　　　　　0．033　　（　’87）　　8．2（　’85）

　　米4．468（’87）7．2（’85）【3．1％】0．041e88）6．1（’90）
　【6．7％】　　　4，381（　’88）　　5，8（　’90）　　　　　　　　　　　0．100　 （　’89）

　　　　　　16・529（　’89＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．038　　（1986）　　　4．1（1980）

　　英　　　1．920（1986）　6，9（1980）　　オランダ　0．058　（’87）　13．3（’85）
　【4．9％】　　　　3．546（　’87）　　12．0（　’85）　　　　　【3．0％】　　　0．008　　（　’88）　　　7．9（　’90）

　　　　　　0．567（1986）　　　6．4（1980）　　　　　　　　　　　　　　0・0002　（　’89）

　　仏O，511（’87）10．5（’85）　 0．00007（1986）0．2（1980）

　【3．9％1　　1．044（’88）　9．⑪（’90）　　スイス　　　　　（’87）　0．9（’85）

　　　　　　0．800（　’89）　　　　　　　　　　　　　　　　【2．0，≦】　　　0．0008　（　’88）　　　0．8（　’90）

　　　　　　0．253（1986）　　2．0（1980）　　　　　　　　　　　　　0・0002　（　’89）

・1．1・・1：llll：lll　l：ll：ll；【】一NP比国防一

本図表は、Klaus　von　Beyme，0照PoJ撚6加亀∫’例4878RDηα碗467　y醐餉〃9瑚8；Piper，

1991，S．396－397．による。対GNP比国防費については、『最新世界各国要覧』（東京書籍・1991年）

による。

この図表から崩らかになることは、例えば、米に進出した日本企業は、一年目4－16日はストライ

キで休業になるというリスクを、あらかじめ覚悟しなければならないということである。

四
八
八
－
四
八
九
頁
。
∀

　
ス
イ
ス
の
連
邦
憲
法
第
二
条
は
、
「
対
外
的
に
祖
国
の
独

立
を
守
り
、
国
内
的
に
安
寧
と
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
は
、

連
邦
の
至
上
の
目
的
で
あ
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
の
為

に
ス
イ
ス
男
子
国
民
に
は
、
一
般
兵
役
義
務
（
男
子
国
民
皆

兵
制
）
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
歳
の
男
子
国
民
は
一
七

週
間
の
新
兵
訓
練
を
受
け
る
。
そ
の
後
三
二
歳
ま
で
は
現

役
で
あ
り
、
こ
の
間
に
三
週
間
の
再
訓
練
を
八
回
受
け
る
。

三
三
歳
か
ら
四
二
歳
ま
で
は
補
充
兵
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
、
こ
の
間
に
二
週
間
の
訓
練
を
三
回
受
け
る
。
四
三
歳

か
ら
五
〇
歳
の
間
に
は
軍
隊
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
通

常
こ
の
期
間
に
役
務
は
課
せ
ら
れ
な
い
。
か
く
し
て
一
人

あ
た
り
の
生
涯
通
算
の
兵
役
期
間
の
総
計
（
四
七
週
間
）

は
、
一
箇
年
を
若
干
だ
が
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

（
⑦
き
ミ
馬
蹄
ミ
　
鴨
誌
ミ
ミ
　
N
℃
捻
、
　
ぎ
隷
h
　
9
§
さ

ミ
圃
蕊
ら
ミ
、
映
ミ
ミ
き
閑
二
巳
∋
Φ
ユ
《
十
閃
「
Φ
ざ
一
㊤
㊤
し
。
噌
ω
．

ま
ム
ご

　
ま
た
、
ス
イ
ス
の
一
入
あ
た
り
の
G
N
P
は
三
才
六
四

一
〇
米
ド
ル
（
】
九
九
三
年
一
世
界
第
一
位
）
で
、
三
万
五

八
五
〇
米
ド
ル
（
同
年
　
世
界
第
二
位
∀
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル

ク
を
上
回
り
、
更
に
三
万
一
四
五
〇
米
ド
ル
（
同
年
”
世
界

第
三
位
）
の
日
本
よ
り
格
段
と
優
れ
て
い
る
（
世
界
銀
行
の
　
7
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

「
↓
げ
①
＜
『
O
「
一
〇
じ
口
四
昌
評
》
二
鋤
ω
」
に
よ
る
。
『
日
本
国
勢
図



　
　
会
一
九
九
五
／
九
六
年
版
』
（
国
勢
社
∴
九
九
五
年
）
＝
九
－
一
二
一
頁
。
）
。
な
お
日
本
の
一
人
あ
た
り
の
G
N
P
は
、
物
価
水
準
を
反
映
し
た
購

　
　
買
力
平
価
（
P
P
P
）
換
算
で
は
世
界
第
七
位
で
、
物
価
高
が
購
買
力
で
見
た
生
活
水
準
を
押
し
下
げ
て
い
る
。
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
四
年
一
二
月
　
㈱

　
　
三
〇
日
、
五
面
。
V

　
　
　
こ
の
よ
う
な
ス
イ
ス
経
済
の
優
位
性
の
一
因
と
し
て
、
①
ス
ト
ラ
イ
キ
発
生
率
の
著
し
い
低
さ
と
②
失
業
率
の
著
し
い
低
さ
（
図
表
7
を
参
照
）
が

　
　
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
6
）
　
大
西
健
夫
・
岸
上
慎
太
郎
『
E
U
政
策
と
理
念
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
九
五
年
）
七
三
、
八
一
頁
（
中
川
望
洋
「
通
貨
政
策
」
）
。

（
2
7
）
　
中
曽
根
佐
織
氏
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
。

（
2
8
）
　
日
げ
。
ヨ
国
ω
い
晋
｛
①
き
鵠
、
謹
§
ミ
肉
ミ
§
ミ
b
暗
穿
§
ミ
逡
ミ
q
ミ
帖
§
§
即
き
片
屋
、
ミ
§
§
ひ
国
造
o
B
¢
三
8
＜
9
『
ぴ
q
し
8
♪
ω
．
刈
守

　
　
刈
N
大
西
・
岸
上
『
E
U
統
合
の
系
譜
』
一
六
七
－
一
六
八
頁
（
中
曽
根
佐
織
「
市
民
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
）
。

（
2
9
）
　
デ
ン
マ
ー
ク
が
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
当
初
か
ら
参
加
し
て
い
な
い
理
由
は
、
北
欧
旅
券
連
合
（
Z
o
「
良
6
軍
器
ω
O
o
詳
⊂
三
〇
コ
）
で
、
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、

　
　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
）
相
互
に
出
入
国
で
き
る
旅
券
を
発
行
し
て
い
る
の
で
、
手
続
き
上
「
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
」
に
直
ち
に
加
盟
で
き

　
　
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

（
3
0
）
　
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
に
つ
い
て
は
、
若
松
ゼ
ミ
の
ゼ
ミ
生
、
毛
利
哲
朗
氏
か
ら
多
く
の
情
報
を
得
た
。
E
U
各
国
の
警
察
は
、
『
シ
ェ
ン
ゲ
ン
情
報
シ
ス

　
　
テ
ム
（
Q
り
一
ω
）
』
の
制
度
上
の
技
術
的
な
困
難
性
の
故
に
、
「
○
○
％
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
（
既
に
）
廃
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
事
実
上
、

　
　
国
境
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
煩
雑
さ
が
逓
減
さ
れ
る
に
は
至
っ
て
い
る
。
（
い
助
鼠
①
さ
Φ
σ
ユ
．
（
〉
昌
ヨ
』
。
。
V
）

（
3
1
）
　
旧
E
C
は
、
欧
州
委
員
会
と
閣
僚
理
事
会
事
務
総
局
の
所
在
地
で
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
を
中
心
と
す
る
経
済
的
市
場
統
合
、
欧
州
議
会

　
　
本
会
議
の
開
催
地
で
あ
る
仏
の
ス
ト
ラ
ー
ス
ブ
ー
ル
（
シ
ュ
ト
ラ
ー
ス
ブ
ル
グ
）
を
中
心
と
す
る
政
治
的
統
合
、
一
九
九
四
年
に
設
立
さ
れ
た
欧
州
通

　
　
貨
機
関
（
国
母
8
巴
ω
畠
Φ
管
下
歪
コ
ぴ
q
ω
一
義
二
三
）
の
所
在
地
で
あ
る
独
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
、
と
い
う
三
つ
の
中
心
地
を
軸
に
発
展

　
　
的
に
一
体
化
し
て
、
一
九
九
九
年
一
月
一
日
を
期
し
て
、
E
U
と
し
て
［
そ
の
機
能
充
実
過
程
の
歩
み
を
］
一
応
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

　
　
第
一
に
、
市
場
統
合
と
は
、
【
経
済
・
通
貨
同
盟
を
通
じ
て
】
財
、
サ
ー
ビ
ス
、
資
本
、
人
間
の
四
つ
の
要
素
が
国
境
を
越
え
て
自
由
に
移
動
で
き
る
よ

　
　
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
政
治
的
統
合
と
は
、
①
安
全
保
障
政
策
や
対
外
政
策
、
②
内
政
や
法
制
度
【
内
務
・
司
法
協
力
】
、
③
E
U
（
欧

　
　
州
連
A
口
〉
市
民
権
、
の
三
点
で
共
通
の
政
策
を
作
涌
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三
に
、
欧
州
通
貨
制
度
（
E
M
S
…
国
霞
。
℃
①
き
ζ
o
ロ
①
3
憂
ω
罵
ω
梓
Φ
∋
）

　
　
の
下
で
、
欧
州
通
貨
機
関
は
、
更
に
発
展
し
て
、
［
将
来
、
］
九
九
九
年
以
降
に
］
共
通
通
貨
（
E
C
U
一
国
仁
「
o
冨
餌
コ
〇
二
凌
①
昌
。
く
C
昌
一
こ
を
発
行
す



欧州における独立国としての小国の地位

る
欧
州
中
央
銀
行
（
E
C
B
”
南
貫
。
℃
①
讐
O
魯
藍
島
し
ロ
ロ
葵
）
へ
と
改
組
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
目
算
さ
れ
て
い
る
。
（
本
注
の
第
一
段
は
、
ド
イ
ツ
社
会

経
済
史
学
会
会
長
E
・
シ
ュ
レ
マ
ー
（
国
6
冨
苫
ω
∩
年
Φ
ヨ
ヨ
臼
）
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
教
授
が
、
一
九
九
三
年
＝
月
二
七
日
に
、
早
稲
田
大
学
社

会
科
学
研
究
所
旧
E
C
（
現
E
U
）
部
会
主
催
の
研
究
会
で
行
っ
た
、
講
演
に
負
う
て
い
る
。
な
お
、
欧
州
通
貨
機
関
に
つ
い
て
は
、
b
d
早
引
詳
P
b
ミ

ミ
逡
ぎ
＼
き
§
、
§
§
亀
ミ
N
§
、
Q
o
O
．
刈
Q
。
ω
高
。
。
。
。
’
に
よ
っ
て
も
確
認
し
た
。
）

　
な
お
、
欧
州
中
央
銀
行
が
共
通
通
貨
を
発
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
稿
が
主
題
と
す
る
国
家
の
三
要
素
ω
言
語
、
働
軍
隊
、
㈹
通
貨
の
う
ち
、
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貨
に
つ
い
て
は
、
各
国
独
自
の
管
轄
を
離
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
か
く
し
て
、
ド
イ
ツ
・
マ
ル
ク
も
、
フ
ラ

従来の国家連合、連邦国家、単一国家の象徽的

政治機構図
図表8

a．国家連合制

p
　
．
　
，

中央機関

下位権力

■●

．
・
p

構成国
（L位権力

b．連邦制

中央政府
ヒ位1キ錘力

。．単　一国家制

㈱、、6（

中央政府
（全権力）

　　　地方単位

（誉黙秘任務）

本図表は、Raymond　Polin，〃θ48γ”Go麗η〃2の～1αηゴCθπ∫

≠Zfがθ♪201～5彫，　Nels（m・IlaU，1979，　p．i．による。

ン
ス
・
フ
ラ
ン
も
旧
貨
と
な
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
E
U
に
各
国
の
経
済
的
主
権
が
譲
渡

さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
時
機
尚
早
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
政
治
機
構
論
上
は
従

来
の
「
国
家
連
合
を
記
し
た
政
治
機
構
図
」
で

は
説
明
で
き
な
い
類
の
一
大
変
革
が
生
じ
る

（
図
表
8
を
参
照
）
。
変
革
と
は
、
つ
ま
り
、

経
済
的
に
は
一
大
変
革
を
遂
げ
て
、
通
貨
に

関
す
る
限
り
、
発
券
を
行
う
「
欧
州
中
央
銀

行
」
の
方
が
、
各
国
よ
り
も
上
位
の
権
力
を
有

す
る
中
央
機
関
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
（
お
そ

ら
く
、
欧
州
中
央
銀
行
は
、
E
U
最
大
の
権
力

を
持
つ
機
関
と
な
る
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ

る
。
）
他
方
、
政
治
的
に
は
従
来
と
同
じ
よ
う

に
、
各
構
成
国
は
そ
の
国
益
（
爵
嘗
。
ロ
巴
　
8
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

一
具
①
話
の
¢
に
基
づ
い
て
、
欧
州
の
統
一
的
安



全
保
障
政
策
を
決
定
し
、
遂
行
す
る
よ
う
に
、
圧
力
を
中
央
機
関
に
加
え
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
政
治
の
仕
組
み
に
関
す
る
限
り
で
、
伝
統
的
な
国
家
連

合
制
の
構
造
は
残
存
す
る
。
そ
こ
で
、
中
央
集
権
的
な
連
邦
制
に
似
た
権
力
構
造
の
下
で
、
「
経
済
」
の
原
理
が
よ
り
通
用
力
を
有
す
る
（
通
貨
政
策
の
）
　
捌

局
面
と
、
国
益
中
心
主
義
的
な
各
構
成
国
の
安
全
保
障
上
の
利
害
が
第
一
と
な
る
、
伝
統
的
な
国
家
連
合
的
構
造
を
持
つ
「
政
治
」
の
局
面
と
い
う
、

「
二
重
の
構
造
」
を
兼
備
し
た
「
E
U
独
自
の
型
を
持
っ
た
政
治
機
構
」
が
登
場
す
る
と
目
算
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
［
加
盟
国
数
増
加
の
歩
み
に
お
い
て
］
現
E
U
（
旧
E
C
）
は
、
仏
、
独
、
伊
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
（
以
上
一
九
五
二
年

原
加
盟
国
）
、
英
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
（
以
上
七
三
年
加
盟
）
、
ギ
リ
シ
ャ
（
八
］
年
加
盟
）
、
西
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
以
上
八
六
年
加
盟
）
の

計
一
二
箇
国
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
】
月
一
日
に
は
、
加
盟
準
備
中
で
あ
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
が

正
式
に
加
盟
し
た
。
ま
た
、
共
に
加
盟
準
備
中
で
あ
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、
一
九
九
四
年
＝
月
二
八
日
の
国
民
投
票
で
E
U
加
盟
を
否
決
し
て
、
加

盟
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

　
更
に
、
次
の
E
U
拡
大
の
対
象
国
は
、
マ
ル
タ
共
和
国
と
キ
プ
ロ
ス
土
ハ
和
国
と
い
う
共
に
南
欧
の
小
国
（
島
国
）
で
あ
る
。
但
し
、
キ
プ
ロ
ス
に
お
い

て
は
、
ト
ル
コ
共
和
国
が
、
ト
ル
コ
系
住
民
の
保
護
を
理
由
に
、
一
九
七
四
年
七
月
頃
軍
事
的
進
入
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の
解
決
が
E
U
加
盟
の
前
提

条
件
と
な
る
。
マ
ル
タ
は
、
経
済
成
長
率
三
・
五
％
、
失
業
率
わ
ず
か
三
・
七
％
で
、
経
済
的
に
は
、
E
U
加
盟
国
と
し
て
遜
色
は
全
く
な
い
。
し
か

し
政
治
的
に
、
半
年
ご
と
に
輪
番
制
で
回
っ
て
く
る
、
【
E
U
の
最
高
意
志
決
定
機
関
で
あ
る
】
閣
僚
理
事
会
の
議
長
国
の
重
責
に
耐
え
ら
れ
る
か
は
、

別
の
問
題
と
な
る
。

　
ま
た
、
ト
ル
コ
は
、
既
に
加
盟
申
請
を
済
ま
せ
、
準
加
盟
国
で
あ
る
が
、
以
下
の
理
由
で
正
式
加
盟
は
困
難
で
あ
る
。
①
ト
ル
コ
の
一
人
あ
た
り
の

G
N
P
は
、
経
済
的
に
E
U
加
盟
国
の
最
低
ラ
イ
ン
に
位
置
す
る
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
（
一
人
あ
た
り
の
G
N
P
五
、
六
二
〇
米
ド
ル
）
の
三
分
の
一
以
下

（一

A
三
六
〇
米
ド
ル
）
で
、
経
済
的
に
社
会
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
が
、
加
盟
の
た
め
に
は
必
要
と
な
る
。
②
現
実
的
に
は
、
宗
教
（
イ
ス
ラ
ム
教
）

が
、
重
大
か
つ
最
大
の
障
害
ー
キ
リ
ス
ト
教
的
な
欧
州
入
の
一
般
感
情
の
上
で
は
、
致
命
的
な
障
害
一
と
な
っ
て
い
る
。
③
地
理
的
に
、
欧
州
の
国

に
含
ま
れ
な
い
虞
が
高
い
。
【
但
し
、
万
一
、
キ
プ
ロ
ス
が
欧
州
に
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、
こ
の
理
由
は
説
得
力
を
持
た
な
い
。
】
④
な
お
、
ト
ル
コ
が
、

一
九
五
二
年
に
N
A
T
O
に
加
盟
で
き
た
の
は
、
「
冷
戦
」
構
造
の
故
で
あ
る
。

　
他
に
加
盟
申
請
中
の
国
と
し
て
は
、
ボ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
中
欧
四
箇
国
が
特
筆
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
E
U
加

盟
の
条
件
は
、
①
欧
州
の
国
で
あ
る
こ
と
と
、
②
民
主
的
多
党
政
治
体
制
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
本
望
の
第
四
、
五
、
六
段
は
、
一
九
九
四
年

七
月
一
六
日
に
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
E
U
部
会
研
究
会
に
お
い
て
、
中
曽
根
佐
織
E
U
駐
日
欧
州
委
員
会
代
表
部
広
報
担
当
官
が
、
「
E
U



欧州における独立国としての小国の地位

　
　
拡
大
一
今
後
の
展
望
1
」
と
題
し
て
、
行
っ
た
講
演
【
と
、
一
部
は
研
究
会
出
席
者
の
発
言
】
に
負
う
て
い
る
。
）

　
　
　
な
お
、
本
文
で
は
、
「
キ
プ
ロ
ス
は
従
来
の
欧
州
の
範
囲
外
で
あ
る
」
と
し
て
、
欧
州
の
小
国
に
は
含
め
な
か
っ
た
。
キ
プ
ロ
ス
の
人
口
は
七
〇
万
八

　
　
千
人
で
、
独
自
の
言
語
は
持
っ
て
い
な
い
（
ギ
リ
シ
ャ
語
と
ト
ル
コ
語
が
公
用
語
で
あ
る
）
。
国
土
の
面
積
は
九
、
二
五
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
四
国

　
　
の
約
】
／
二
）
で
、
G
N
P
比
四
・
九
％
の
国
防
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
ま
た
、
G
N
P
は
六
一
・
三
五
億
米
ド
ル
で
、
独
自
の
通
貨
キ
プ
ロ
ス
・

　
　
ポ
ン
ド
を
持
っ
て
い
る
。
但
し
、
ト
ル
コ
占
領
地
に
お
け
る
ト
ル
コ
系
住
民
は
、
ト
ル
コ
・
リ
ラ
を
独
自
に
使
用
し
て
い
る
。
な
お
、
キ
プ
ロ
ス
の
宗

　
　
派
別
人
口
構
成
は
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
七
七
％
、
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
一
八
％
で
あ
り
、
宗
教
学
、
一
枚
岩
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
が
、
本
文
で
取
り

　
　
上
げ
た
他
の
小
国
八
箇
国
と
は
、
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
（
注
（
1
3
）
を
参
照
）
。

（
3
2
）
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
に
お
い
て
、
旧
E
E
C
加
盟
国
国
民
が
賃
金
労
働
に
従
事
す
る
際
に
は
、
「
労
働
許
可
」
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
雇
用

　
　
に
関
す
る
限
り
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
と
旧
E
E
C
加
盟
国
国
民
は
同
等
の
扱
い
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、
旧
E
E
C
諸
国
の
う

　
　
ち
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
籍
を
有
す
る
労
働
者
に
対
し
て
は
、
（
一
九
八
五
年
】
二
月
二
四
日
の
大
公
令
に
よ
っ
て
）
暫
定
的
に
、
一
九
九
五
年

　
　
一
二
月
三
一
日
ま
で
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
に
対
し
て
は
「
労
働
許
可
E
」
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
国
民
に
対
し
て
は
「
労
働
許
可
P
」
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ

　
　
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
労
働
許
可
は
、
職
種
お
よ
び
雇
用
者
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
無
期
限
に
有
効
と
な
っ
て
い
る
。
（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
外
務
省
・

　
　
対
外
貿
易
省
／
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
商
業
会
議
所
編
『
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
へ
の
企
業
進
出
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
（
一
九
八
九
年
三
月
）
二
四
一
二
六
頁
。
）

（
3
3
）
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
一
人
当
た
り
の
G
N
P
は
五
、
六
二
〇
ド
ル
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
の
】
二
、
四
六
〇
ド
ル
の
お
よ
そ
二
分
野
一
以
下
で
あ
る
。
（
『
最

　
　
新
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
要
覧
』
＝
八
、
一
二
四
頁
。
）

（
3
4
＞
　
一
九
九
二
年
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
六
四
九
万
五
七
九
二
人
掛
外
国
人
が
現
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
統
一
ド
イ
ツ
）
に
定
住
し
て
い
る
。
そ
の
内
ト
ッ

　
　
プ
を
占
め
る
の
は
、
一
八
五
万
四
九
五
四
人
を
擁
す
る
ト
ル
コ
人
で
あ
る
。
以
下
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
九
一
万
五
六
三
六
人
、
イ
タ
リ
ア
人
五
五
万

　
　
七
七
〇
九
人
、
ギ
リ
シ
ャ
人
三
四
万
五
九
〇
二
人
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
二
八
万
五
五
五
三
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
一
八
万
五
二
七
八
人
、
ル
ー
マ
ニ
ア
人

　
　
一
六
万
七
三
二
七
入
、
ス
ペ
イ
ン
人
＝
二
万
三
八
四
七
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
】
一
万
三
五
五
二
人
、
英
国
人
一
〇
万
七
＝
二
〇
人
、
米
国
人
一
〇
十
四
三

　
　
六
八
人
、
イ
ラ
ン
入
九
万
九
〇
六
九
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
九
万
八
九
一
八
人
、
フ
ラ
ン
ス
人
九
万
○
八
七
七
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
八
万
五
六
五
六
人
、
モ

　
　
ロ
ッ
コ
人
君
万
〇
二
七
八
人
、
ハ
ン
か
り
i
人
六
万
一
四
三
六
人
、
旧
ソ
連
人
六
万
一
三
九
九
入
、
レ
バ
ノ
ン
人
五
万
三
四
六
九
人
等
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
じ
d
母
舞
P
b
ミ
勲
的
さ
ミ
謬
～
ミ
§
§
§
討
N
塗
《
ω
戸
し
。
呂
山
㎝
O
■
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
3
5
）
　
一
九
九
〇
年
初
め
の
段
階
で
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
（
旧
東
独
）
で
生
活
し
て
い
た
約
一
九
万
人
の
外
国
人
の
内
、
ベ
ト
ナ
ム
人
労
働
者
は
五
万
八



　
　
千
四
百
人
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
人
労
働
者
一
万
五
千
百
人
で
あ
っ
た
。
（
ゆ
費
。
洋
斜
b
ミ
募
簿
ミ
ミ
災
ミ
、
§
§
§
壽
N
§
Q
D
P
ω
δ
し

（
3
6
）
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
外
国
人
は
一
九
九
〇
年
の
段
階
で
、
三
六
〇
万
七
五
九
〇
人
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
内
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
二
二
％
を
占
め
、
　
悩

　
　
以
下
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
二
〇
％
、
ス
ペ
イ
ン
人
一
四
・
五
％
、
イ
タ
リ
ア
人
＝
二
・
四
％
、
モ
ロ
ッ
コ
入
物
・
六
％
で
、
そ
の
他
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
人
、

　
　
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
人
、
ト
ル
コ
人
、
セ
ネ
ガ
ル
人
、
マ
リ
人
等
が
い
る
。
六
〇
％
が
欧
州
人
、
三
五
％
が
ア
フ
リ
カ
人
、
三
・
五
％
が
ア
ジ
ア
人
で

　
あ
る
。
（
し
d
冨
洋
斜
b
ミ
穿
ミ
ミ
ミ
災
ミ
、
§
黛
謡
§
評
N
℃
℃
《
ω
O
■
お
刈
ム
O
。
。
し

　
　
　
フ
ラ
ン
ス
は
、
一
八
五
〇
年
頃
か
ら
労
働
力
（
ヨ
ロ
ロ
℃
o
≦
輿
V
を
輸
入
し
始
め
た
、
欧
州
に
お
け
る
唯
一
の
国
で
あ
る
。
　
一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に

　
か
け
て
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
小
学
校
児
童
の
約
一
〇
％
は
外
国
か
ら
の
移
入
民
の
子
弟
で
あ
り
、
そ
の
内
約
半
数
（
五
％
）
は
（
主
と
し
て
北
ア
フ
リ

　
カ
か
ら
の
）
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
種
に
属
し
て
い
た
。
一
九
六
二
年
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
が
独
立
し
た
時
、
フ
ラ
ン
ス
は
無
制
限
の
数
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人

　
を
自
国
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
も
と
よ
り
、
こ
の
時
既
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
の
労
働
力
の
四
分
の
一
は
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
定
住
し
て
い
た

　
の
で
あ
る
が
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
も
こ
れ
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
に
と
ど
ま
り
、
自
国
へ
仏
フ
ラ
ン
を
送
金
す
る
こ
と
を
奨
励
し

　
た
。
後
に
仏
政
府
と
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
と
の
再
交
渉
に
よ
っ
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
の
移
入
民
習
に
制
限
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、

　
こ
の
数
的
制
限
の
成
否
が
仏
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
策
の
成
否
に
と
っ
て
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
（
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ
ロ
ッ

　
　
コ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
等
の
）
旧
植
民
地
国
か
ら
の
移
入
民
が
、
対
外
政
策
上
の
考
慮
と
労
働
市
場
に
お
け
る
需
要
の
観
点
か
ら
、
奨
励
さ
れ
、
か
つ
、
増

　
恕
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
旧
植
民
地
国
と
の
安
定
的
関
係
を
築
こ
う
と
す
る
仏
政
府
の
努
力
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。
（
冨
碧
二
二
〉
．
ω
9
巴
P
．
．
一
∋
∋
尉

　
ぴ
q
冨
江
8
餌
a
℃
o
犀
｛
。
ω
．
、
噌
巴
．
ξ
℃
簿
興
〉
．
国
僧
ミ
富
。
詠
口
曙
≦
①
a
＼
＝
o
≦
四
a
ζ
霧
ぼ
戸
b
鳴
器
§
ミ
§
融
§
隷
§
高
き
ミ
§
、
ζ
8
日
四
囲
四
p

　
一
㊤
㊤
ρ
O
P
い
。
㎝
ω
山
①
○
。
（
N
罐
－
N
ま
）
■
）

　
　
移
入
民
の
増
加
に
対
す
る
反
移
民
的
政
策
に
（
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
）
最
初
に
着
手
し
た
の
は
、
右
翼
で
は
な
く
、
仏
共
産
党
系
自
治
体
で
あ
っ

　
た
。
仏
共
産
党
系
自
治
体
は
、
自
ら
の
自
治
体
へ
の
過
剰
に
多
い
移
民
の
流
入
に
対
す
る
是
正
を
求
め
、
一
九
八
○
年
に
は
「
全
て
の
自
治
体
間
で
の
、

　
移
民
労
働
者
の
均
衡
が
と
れ
た
配
分
」
を
要
求
し
て
い
る
。
（
畑
山
敏
夫
「
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下
の
移
民
と
政
治
」
西
堀
文
隆
編
『
ミ
ッ
テ
ラ
ン
政
権
下

　
の
フ
ラ
ン
ス
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
・
↓
九
九
三
年
）
二
＝
ニ
ー
二
四
「
（
二
二
〇
）
頁
。
）

　
　
　
一
九
七
六
年
に
共
産
党
議
員
団
と
同
党
の
閣
僚
候
補
が
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
移
入
民
人
口
の
不
変
的
増
大
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
移
入
民
を
制

　
限
す
べ
し
と
い
う
圧
力
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
移
入
民
が
仏
に
お
け
る
労
働
力
の
不
可
欠
な
部
分
で
あ
り
続
け
て
い
る
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ

　
て
い
る
。
し
か
し
、
失
業
率
の
増
大
と
共
に
、
外
国
人
労
働
者
の
帰
国
を
求
め
る
何
ら
か
の
措
置
が
取
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ



欧州における独立国としての小国の地位

　
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
七
年
に
外
国
入
労
働
者
の
帰
国
を
奨
励
す
る
政
策
が
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
五
億
フ
ラ
ン
を
費
や
し
て
、
一
〇
万

　
人
の
外
国
入
の
帰
国
を
実
現
さ
せ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
帰
国
し
た
労
働
者
の
内
三
分
の
二
以
上
は
、
ス
ペ
イ
ン
入
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
で
あ
り
、
わ
ず

　
か
三
・
九
％
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
人
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
（
皮
肉
に
も
〉
外
国
人
労
働
者
帰
国
奨
励
政
策
は
、
仏
に
定
住
す
る
外
国
人
の
中
に
占
め
る

　
欧
州
人
の
割
合
を
減
少
さ
せ
、
逆
に
（
欧
州
人
と
は
本
来
、
「
習
慣
、
宗
教
、
言
語
」
等
に
お
い
て
異
質
の
）
北
ア
フ
リ
カ
入
の
割
合
を
増
加
さ
せ
る
こ

　
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
も
失
業
対
策
の
一
環
と
し
て
外
国
入
労
働
者
帰
国
奨
励
政
策
は
断
続
的
に
取
ら
れ
て
い
る
。

　
　
（
q
り
。
げ
巴
P
o
唱
．
o
画
叶
．
（
コ
0
9
し
。
e
魑
O
．
b
。
α
。
。
．
）

　
　
外
国
人
労
働
者
、
と
り
わ
け
北
ア
フ
リ
カ
人
労
働
者
に
た
い
す
る
反
感
は
、
時
と
し
て
強
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
一
九
六
〇
年
以
降
、
世
論
調

　
査
に
お
け
る
回
答
者
の
六
〇
％
か
ら
六
五
％
は
、
「
北
ア
フ
リ
カ
入
が
フ
ラ
ン
ス
国
内
に
は
多
す
ぎ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
他
方
で
、
一
九
七
八
年
の

　
世
論
調
査
に
お
け
る
回
答
羽
中
＝
％
は
、
「
外
国
人
労
働
者
が
フ
ラ
ン
ス
経
済
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
て
お
り
、
四
二
％
は
「
外
国
人
労
働

　
者
は
フ
ラ
ン
ス
経
済
に
と
っ
て
有
用
（
¢
ω
①
｛
三
）
で
あ
る
」
と
回
答
し
て
い
る
。
（
ω
o
ず
巴
P
o
O
臼
け
（
昌
0
8
ω
①
γ
ロ
噛
卜
。
曾
．
）
だ
が
、
あ
る
人
々
が
フ

　
ラ
ン
ス
に
と
っ
て
「
有
用
か
無
用
か
」
と
問
う
の
は
、
（
本
来
な
ら
ば
是
正
さ
れ
る
べ
き
）
＝
疋
の
差
別
意
識
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
と

　
思
う
。

　
　
　
一
九
八
○
年
代
に
入
る
と
、
右
翼
政
党
で
あ
る
「
フ
ロ
ン
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
（
国
民
前
線
目
F
N
り
閃
「
o
葺
Z
国
江
。
口
巴
）
」
が
、
外
国
八
嫌
い
の
感
情
を

　
利
用
し
て
議
席
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
F
N
は
、
「
都
市
化
率
、
移
民
の
人
口
に
占
め
る
割
合
、
犯
罪
率
」
の
三
者
が
増
大
し
た
地
域
で
得
票
を

　
の
ば
し
た
。
F
N
の
党
首
ル
ペ
ン
（
い
Φ
勺
①
巳
は
、
北
ア
フ
リ
カ
系
移
民
の
「
生
活
水
準
と
教
育
水
準
の
低
さ
、
移
民
の
高
い
失
業
率
、
フ
ラ
ン
ス
社

　
会
に
余
り
良
く
と
け
こ
ん
で
い
な
い
こ
と
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
側
の
差
別
」
を
巧
み
に
利
用
し
、
「
フ
ラ
ン
ス
の
刑
務
所
に
留
置
さ
れ
て
い
る
者
の
三
〇
％

　
は
（
主
と
し
て
北
ア
フ
リ
カ
系
の
）
外
国
人
」
と
い
っ
た
数
字
を
示
し
て
、
第
一
に
「
移
民
1
1
犯
罪
の
温
床
」
と
い
う
偏
見
を
外
国
人
に
対
す
る
攻
撃

　
　
の
材
料
と
し
て
い
る
。
第
二
に
「
フ
ラ
ン
ス
人
の
失
業
者
の
原
因
門
移
民
の
存
在
」
と
考
え
て
、
移
民
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
職
を
奪
っ
て
い
る
と
ル
ペ
ン

　
は
主
張
す
る
。
第
三
に
「
移
民
門
異
教
徒
の
侵
入
者
」
と
い
う
偏
見
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
守
る
た
め
に
、
「
ア
ラ
ブ
”
イ

　
　
ス
ラ
ム
教
」
の
異
質
性
に
着
目
し
て
、
批
判
を
強
め
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ル
ペ
ン
の
移
民
敵
視
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
人
種
差
別
の
意
識
に
基
づ
い
て
い

　
　
る
の
で
あ
る
。
（
畑
山
、
注
（
3
6
）
前
掲
論
文
、
二
二
四
一
二
二
八
頁
。
∀

（
3
7
）
　
注
（
2
5
）
第
4
段
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

（
3
8
）
　
世
界
に
目
を
転
じ
る
と
、
無
軍
備
国
と
し
て
は
、
太
平
洋
上
の
孤
島
（
諸
島
も
含
む
）
か
ら
な
る
諸
国
家
で
あ
る
、
ナ
ウ
ル
共
和
国
（
国
土
の
面
積
”



　
　
二
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
ツ
バ
ル
（
同
　
二
五
・
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
キ
リ
バ
ス
共
和
国
（
同
一
七
二
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
西
サ
モ
ア

　
　
共
和
国
（
同
一
二
、
九
三
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
（
同
一
二
九
、
七
八
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
あ
る
。
ま
た
、
ト
ン
ガ
王
国
（
同
一

　
　
六
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
は
、
「
対
外
的
防
衛
よ
り
も
、
む
し
ろ
国
内
の
治
安
維
持
、
公
共
機
関
へ
の
協
力
、
指
導
儀
式
の
主
催
」
を
任
務
と
す

　
　
る
、
陸
軍
（
歩
兵
一
〇
八
人
、
近
衛
部
隊
五
〇
人
）
、
海
軍
五
〇
人
し
か
存
在
し
な
い
の
で
、
事
実
上
「
無
軍
備
国
」
に
相
当
す
る
。
二
黒
軍
備
国
と
し

　
　
て
は
、
モ
ル
ジ
ブ
共
和
国
（
北
イ
ン
ド
洋
上
の
孤
島
、
国
土
の
面
積
一
二
九
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
家
保
安
隊
五
一
〇
〇
〇
名
の
み
）
、
モ
ー
リ
シ

　
　
ャ
ス
（
西
イ
ン
ド
洋
上
の
孤
島
、
国
土
の
面
積
一
一
、
八
六
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
特
別
機
動
隊
一
五
〇
〇
名
の
み
）
、
ガ
ン
ビ
ア
（
西
ア
フ
リ
カ
の

　
　
小
国
、
国
土
の
面
積
向
＝
、
二
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
兵
力
九
〇
〇
名
、
う
ち
海
兵
隊
一
〇
〇
名
の
み
）
お
よ
び
パ
ナ
マ
共
和
国
（
パ
ナ
マ

　
　
海
峡
二
種
の
陸
の
孤
島
、
国
土
の
面
積
一
七
七
、
○
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
空
軍
五
〇
〇
名
（
作
戦
機
四
機
）
、
海
軍
四
〇
〇
名
（
哨
戒
艇
六

　
　
隻
）
、
陸
軍
三
五
〇
〇
名
の
み
）
が
あ
る
。
ま
た
、
本
文
で
も
言
及
し
た
コ
ス
タ
リ
カ
共
和
国
は
、
対
G
N
P
比
○
・
七
％
に
相
当
す
る
国
防
予
算
を
計

　
　
上
し
て
い
る
が
、
陸
海
空
軍
は
保
持
せ
ず
、
市
民
警
備
隊
四
、
五
〇
〇
名
と
地
方
警
備
隊
三
、
二
〇
〇
名
を
有
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
（
深
瀬
忠
一
著

　
　
『
戦
争
放
棄
と
平
和
的
生
存
権
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
八
七
年
）
一
六
三
－
一
六
四
頁
参
照
。
『
最
新
世
界
各
国
要
覧
6
訂
版
』
の
各
国
の
項
目
を
参
照
。
）

　
　
こ
の
よ
う
に
、
国
土
の
面
積
が
極
小
に
近
い
国
家
の
場
合
に
は
、
事
実
上
、
国
防
予
算
を
計
上
し
な
い
で
済
ま
せ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

（
3
9
）
　
こ
の
原
則
、
す
な
わ
ち
、
小
さ
な
G
N
P
の
国
家
で
は
他
国
（
主
と
し
て
隣
接
す
る
大
国
）
の
通
貨
を
用
い
た
方
が
利
便
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

　
　
と
り
わ
け
欧
州
の
小
国
に
お
い
て
妥
当
す
る
。
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
「
発
展
途
上
国
」
に
お
い
て
は
事
情
を
異
に
す
る
。
そ
こ
で
は
、
小
さ
な
G
N
P

　
　
の
国
家
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
程
度
の
経
済
圏
が
成
立
す
れ
ば
独
自
の
通
貨
が
（
少
な
く
と
も
形
式
の
上
で
は
）
流
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で

　
　
「
少
な
く
と
も
形
式
の
上
で
は
」
と
記
し
た
訳
は
、
例
え
ば
（
一
九
二
「
二
年
「
月
か
ら
＝
月
に
か
け
て
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
じ
た
年
率
百
億
倍
（
日

　
　
率
に
換
算
す
る
と
実
に
二
七
四
〇
万
倍
）
の
イ
ン
フ
レ
の
よ
う
な
）
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
現
実
に
現
在
も
起
き
て
い
る
国
々
で
は
、

　
　
事
実
上
「
ド
ル
」
等
の
外
国
の
・
王
要
通
貨
が
通
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
（
例
外
的
に
）
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
国
々
」
と
記
し
「
小
国
」
と
書

　
　
か
な
か
っ
た
理
由
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
ロ
シ
ア
連
邦
（
旧
ソ
連
）
の
よ
う
な
「
超
大
国
」
で
あ
っ
て
も
、
一
九
九
二
年
の
よ
う
に
年
率
二
五
〇
〇

　
　
％
の
イ
ン
フ
レ
を
記
録
し
て
、
通
貨
危
機
に
陥
っ
た
場
A
口
に
は
、
西
側
の
主
要
通
貨
で
買
い
物
を
し
た
方
が
消
費
者
に
と
っ
て
都
A
口
が
良
い
、
と
い
う

　
　
よ
う
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
4
0
）
　
一
九
九
一
年
一
月
一
七
日
か
ら
四
月
六
日
に
か
け
て
生
じ
た
湾
岸
戦
争
の
故
に
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
国
防
予
算
（
湾
岸
戦
争
の
経
費
と
拠
出
金
を
含
む
）

　
　
は
、
一
九
九
〇
年
の
対
G
N
P
（
G
D
p
）
比
五
・
七
％
か
ら
、
一
九
九
一
年
の
同
比
三
三
・
○
％
へ
と
激
増
し
た
。
な
お
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
国
土
の
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欧州における独立国としての小国の地位

EU理事会の国別表決数・欧州議会の国別議席数の人ロに対する割合筆墨9

①人口 欧州委員会 ②EU理事会 ①÷② ③欧州議会 ①÷③

ドイツ 80，569 2 10 8，057．9 99 813．8

イギリス 57，848 2 10 5，784．8 87 664．9

イタリア 57，782 2 10 5，778．2 87 664．2

フランス 57，372 2 10 5，737．2 87 659．4

スペイン 39，085 2 8 4，885．6 64 610．7

オランダ 15，178 1 5 3，035．6 31 489．6

ギリシア 10，300 1 5 2，060．0 25 412．⑪

ベルギー 9，998 1 5 1，999．6 25 399．9

ポルトガル 9，846 1 5 1，969．2 25 393．8

スウェーデン 8，678 1 4 2，169．5 22 394．5

オーストリア 7，884 1 4 1，971．0 21 375．4

デンマーク 5，170 1 3 1，723．3 16 323．1

フィンランド 5，042 1 3 1，680．7 16 315．1

アイルランド 3，547 1 3 L182．3 15 236．5

ルクセンブルク 390 1 2 195．0 6 65．0

合　計 一 20人 87票 　 626議席 一
加重平均 一 一 一

4，237．8
『 589．0

注〉人ロは1992年、単位は．千入。①÷②及び①÷③も単位はr人。

本図表は、若松ゼミ所属の増田正氏が作成したものを補正した。

人口は、『情報・知識imidas：1995』（集英社＞l179頁によっても確認した。

EU理事会が、特定多数決で採択するためには、　EU委員会の提案については62票以卜

合には最低10箇国の賛成国から構成される62票以．ヒを必要とする。

その他の場

　
面
積
は
、
一
万
八
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
ル
ク

　
セ
ン
ブ
ル
ク
の
約
七
倍
弱
で
あ
る
。

（
4
1
）
　
欧
州
共
通
通
貨
（
E
C
U
）
が
発
券
さ
れ
る
た
め

　
に
、
E
U
各
国
が
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
済

　
訂
正
条
件
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
ω
物
価
の
安
定
（
各

　
国
の
イ
ン
フ
レ
率
は
、
最
も
安
定
し
て
い
る
3
箇
国

　
の
平
均
値
か
ら
丁
五
％
以
上
超
え
な
い
こ
と
）
、
②

　
健
全
な
国
家
財
政
（
国
債
発
行
残
高
”
G
D
P
（
な

　
い
し
G
N
P
）
の
六
〇
％
以
下
、
赤
字
予
算
1
1
G
D

　
P
（
な
い
し
G
N
P
）
の
三
％
以
下
の
数
値
目

　
標
）
、
㈹
↓
定
範
囲
内
の
利
子
率
（
長
期
金
利
す
な
わ

　
ち
長
期
国
債
指
標
銘
柄
の
金
利
は
、
最
も
安
定
し
て

　
い
る
三
箇
国
の
平
均
値
か
ら
二
％
以
上
超
え
な
い

　
こ
と
）
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
置
注
は
、
E
・
シ

　
　
ュ
レ
マ
ー
教
授
か
ら
の
伝
聞
に
よ
る
。
ま
た
、
大
西
・

　
岸
上
『
E
U
政
策
と
理
念
』
七
八
頁
（
中
川
辰
野
「
通

　
貨
政
策
」
）
に
よ
っ
て
も
補
完
し
た
。
）

　
　
こ
れ
ら
の
条
件
を
各
国
が
達
成
し
て
い
る
程
度

　
に
つ
い
て
の
摘
要
は
、
『
情
報
・
知
識
巨
置
国
巴

　
這
雷
』
（
集
英
社
）
三
四
頁
所
収
の
、
図
表
「
経
済
・

　
通
貨
統
合
第
三
段
階
移
行
の
た
め
の
基
準
達
成
状

　
況
」
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
2
）
　
↓
国
一
票
（
一
名
代
表
）
制
度
が
小
国
に
と
っ
て
187



余
り
に
有
利
な
の
で
、
E
U
の
各
機
関
は
各
国
の
大
小
に
応
じ
た
代
表
権
を
認
め
て
い
る
。
ω
欧
州
委
員
会
（
E
U
の
行
政
府
、
E
U
の
法
案
提
出
権

者
）
は
、
独
、
英
、
伊
、
仏
、
ス
ペ
イ
ン
の
五
大
国
に
は
二
名
の
代
表
権
を
、
そ
の
他
の
一
〇
箇
国
に
は
一
名
の
代
表
権
を
付
与
し
て
い
る
。
②
E
U
　
鵬

閣
僚
理
事
会
（
E
U
の
立
法
府
）
が
特
定
多
数
決
を
（
最
低
票
数
六
二
票
、
か
つ
場
合
に
よ
っ
て
は
、
更
に
最
低
国
連
「
○
箇
国
の
要
件
で
）
下
す
場

合
の
国
別
表
決
数
は
、
総
数
八
七
、
独
一
〇
、
英
一
〇
、
伊
一
〇
、
仏
一
〇
、
ス
ペ
イ
ン
八
、
オ
ラ
ン
ダ
五
、
ギ
リ
シ
ャ
五
、
ベ
ル
ギ
ー
五
．
ポ
ル
ト

ガ
ル
五
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
四
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
四
、
デ
ン
マ
ー
ク
三
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
三
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
三
、
ル
ク
セ
ン
プ
ル
ク
ニ
（
一
九
九
五
年

現
在
）
で
あ
る
。
㈲
欧
州
議
会
（
E
U
の
立
法
協
力
機
関
）
が
比
較
多
数
決
（
場
合
に
よ
っ
て
は
、
絶
対
多
数
決
）
で
票
決
す
る
際
の
国
別
議
席
数
は
、

総
議
席
三
六
二
六
、
独
九
九
、
英
八
七
、
伊
八
七
、
仏
八
七
、
ス
ペ
イ
ン
六
四
、
オ
ラ
ン
ダ
＝
＝
、
ギ
リ
シ
ャ
ニ
五
、
ベ
ル
ギ
ー
二
五
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

単
車
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ニ
ニ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ニ
一
、
デ
ン
マ
ー
ク
一
六
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
一
六
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
一
五
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
六
で
あ

る
（
同
年
現
在
）
。
大
西
健
夫
・
中
曽
根
佐
織
『
E
U
制
度
と
機
能
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
・
一
九
九
五
年
）
八
七
－
八
九
頁
（
岸
上
慎
太
郎
「
欧
州

委
員
会
」
）
、
五
九
頁
（
石
川
謙
次
郎
「
閣
僚
理
事
会
」
）
、
「
〇
四
頁
（
金
丸
輝
男
「
欧
州
議
会
」
）
。
な
お
、
各
国
の
代
表
権
の
人
口
に
対
す
る
割
合
を
、

図
表
9
に
記
し
た
。

　
そ
れ
以
外
の
、
一
国
一
票
（
一
名
代
表
）
制
度
を
是
正
す
る
方
策
と
し
て
、
例
え
ば
、
世
界
銀
行
が
制
度
化
し
て
い
る
（
株
式
会
社
に
お
け
る
株
主

総
会
の
よ
う
に
）
「
分
担
金
に
応
じ
て
投
票
権
を
配
分
す
る
制
度
」
も
存
在
す
る
。
こ
の
加
重
さ
れ
た
投
票
制
度
（
芝
Φ
お
簿
①
α
＜
o
鼠
昌
α
q
ω
誘
8
ヨ
）
で

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
一
五
・
一
二
％
の
投
票
権
限
を
、
次
い
で
、
日
本
が
八
・
七
三
％
、
西
ド
イ
ツ
六
・
七
五
％
、
英
国
六
・
四
七
％
、
フ
ラ
ン

ス
五
・
一
五
％
、
オ
ラ
ン
ダ
三
二
二
二
％
、
中
国
三
・
二
七
％
、
イ
ン
ド
ニ
・
九
七
％
、
カ
ナ
ダ
ニ
・
九
五
％
、
イ
タ
リ
ア
と
サ
ウ
ジ
・
ア
ラ
ビ
ア
が

そ
れ
ぞ
れ
二
・
三
六
％
の
投
票
権
限
を
（
一
九
九
〇
年
半
ば
現
在
で
）
有
し
て
い
る
。
（
〉
「
Q
り
．
じ
U
曽
p
吋
ρ
o
O
．
o
搾
（
8
9
嵩
）
、
P
㊤
ω
O
し

　
主
と
し
て
｝
国
｝
諸
嬢
名
代
表
）
制
度
は
、
加
盟
国
（
当
事
国
）
の
形
式
上
の
民
主
的
平
等
を
、
目
的
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
」
国

一
票
（
一
名
代
表
）
制
度
を
採
っ
て
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
よ
う
な
超
大
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
（
威
信
）
は
、
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
も
事
実
で

あ
る
。
例
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
、
と
り
わ
け
日
米
安
全
保
障
条
約
や
世
事
相
互
防
衛
条
約
に
お
け
る
軍
事
的
な
二
国
間
関
係
に
お
い

て
は
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
と
小
国
（
日
な
い
し
韓
）
の
実
力
の
格
差
は
、
歴
然
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
少
し
ば
か
り
是
正
し
た
の
が
、
太
平
洋
安
全
保

障
条
約
（
A
N
Z
U
S
V
で
あ
る
。
A
N
Z
U
S
で
は
、
超
大
国
ア
メ
り
カ
と
二
国
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
と
の
関
係
が
成
立

し
て
お
り
、
こ
の
た
め
後
者
（
二
国
）
が
一
致
協
力
し
て
対
抗
す
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
実
力
上
の
格
差
を
是
正
し
う
る
。
こ
れ
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

N
A
T
O
で
は
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
と
欧
州
諸
国
（
西
側
一
五
箇
国
）
と
の
二
勢
力
の
間
で
、
更
に
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
や
す
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。



欧州における独立国としての小国の地位

　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
そ
の
人
口
（
約
二
九
万
入
）
に
比
し
て
多
大
で
あ
る
。
こ
れ
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
、
入
口
四
、
○
八

一
万
人
を
数
え
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
国
際
社
会
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
、
（
一
九
九
五
年
七
月
一
〇
日
ま
で
、
ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ
ー
女
史
を
自

宅
に
軟
禁
し
、
）
人
権
弾
圧
を
し
て
各
国
か
ら
非
難
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
と
い
う
観
点
も
、
対
外
政

策
上
、
国
家
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
を
判
断
す
る
場
合
に
、
考
慮
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
E
U
が
共
通
通
貨
を
発
行
す
る
の
も
、
ω
米
ド
ル
の
影
響
力
か
ら
脱
し
て
、
E
U
独
自
の
共
通
し
た
通
貨
政
策
を
採
る
と
い
う
外
部
的
要
因
と
、
②

共
通
通
貨
発
行
に
よ
っ
て
、
E
U
域
内
で
の
経
済
的
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
内
部
的
要
因
に
よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
の
内
部
的
要
因
は
、

従
来
は
各
国
政
府
・
中
央
銀
行
が
独
自
に
決
定
で
き
た
、
通
貨
供
給
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
、
画
　
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
、
経
済
的
効
率

性
を
低
下
さ
せ
る
観
を
否
め
な
い
。
そ
こ
で
、
共
通
通
貨
を
発
行
す
る
こ
と
の
利
点
は
、
主
と
し
て
、
超
大
国
ア
メ
リ
カ
の
経
済
力
に
対
し
て
、
欧
州

諸
国
が
独
自
の
経
済
的
安
定
性
を
発
揮
す
る
た
め
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
「
個
で
対
処
す
る
よ
り
も
全
体
で
対
処
す
る
方
が
有
利
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
、
あ
ら
ゆ
る
国
際
機
関
設
立
の
動
機
づ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
共
通

通
貨
が
発
行
さ
れ
る
と
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
よ
う
な
経
済
規
模
の
小
さ
な
国
は
、
通
貨
供
給
量
の
決
定
に
対
す
る
影
響
力
の
大
き
い
独
仏
の
よ
う
な

大
国
の
下
で
、
埋
没
す
る
虞
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
に
お
け
る
外
国
人
の
比
率
の
急
速
な
上
昇
と
も
相
傘
っ
て
、
あ
た
か
も
（
小

国
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
立
場
を
私
見
に
よ
っ
て
推
測
す
れ
ば
）
、
「
安
定
し
た
生
活
が
保
障
さ
れ
れ
ば
、
誰
（
と
り
わ
け
定
住
外
国
人
）
が
民
主
的
に
政

治
・
支
配
に
参
加
し
て
も
良
く
、
誰
（
国
外
の
欧
州
中
央
銀
行
）
が
通
貨
を
発
行
し
て
も
良
い
」
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
筆
者
が
推
定
す
る
）

こ
の
よ
う
に
り
ベ
ラ
ル
な
対
外
的
意
識
は
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
民
の
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
上
で
の
）
特
徴
的
な
性
格
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。

　
な
お
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
第
二
表
題
第
二
部
『
（
欧
州
）
連
合
の
（
共
通
）
市
民
権
』
第
八
b
条
第
一
項
は
、
「
自
国
以
外
の
E
U
構
成
国
に
居

住
す
る
、
（
欧
州
）
連
合
の
全
て
の
市
民
は
、
そ
の
居
住
す
る
E
U
内
の
他
国
に
お
い
て
、
当
該
国
の
自
国
民
と
同
一
条
件
で
、
地
方
自
治
体
選
挙
に
お

け
る
選
挙
権
・
被
選
挙
権
を
有
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
（
空
。
げ
母
α
O
o
吾
虫
戸
§
帖
ぎ
犠
量
9
ミ
§
ミ
ヘ
ミ
ぴ
8
ひ
q
∋
魯
P
一
〇
〇
ω
－
O
P
ω
。
。
b
。
卜

心
。
。
一
（
。
。
。
。
㊤
）
．
）
こ
こ
に
明
記
さ
れ
た
、
E
U
の
共
通
し
た
市
民
権
（
い
わ
ゆ
る
「
E
U
レ
ベ
ル
で
の
参
政
権
」
）
に
基
づ
い
て
、
一
九
九
六
年
以
降
、
（
他

の
E
U
各
国
と
同
様
に
、
）
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
国
内
に
定
住
す
る
E
U
加
盟
国
の
国
籍
を
持
つ
外
国
人
に
対
し
て
は
、
「
居
住
地
参
政
権
」
、
す
な
わ
ち
地

方
自
治
体
の
選
挙
権
・
被
選
挙
権
が
二
部
、
留
保
付
き
で
は
あ
る
が
）
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
大
西
・
岸
上
『
E
U
統
合
の
系
譜
』

一
六
六
一
一
七
二
頁
（
中
曽
根
佐
織
）
）
。
そ
う
な
っ
た
場
合
に
は
、
国
政
レ
ベ
ル
で
の
外
国
人
参
政
権
よ
り
も
、
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
の
ほ
　
8
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

う
が
、
＝
疋
地
域
に
一
定
以
上
の
外
国
人
が
集
中
し
て
定
住
し
て
い
る
の
で
、
定
住
外
国
人
の
選
挙
権
の
持
つ
意
昧
は
大
き
く
な
る
。
特
に
、
ル
ク
セ



　
　
ン
ブ
ル
ク
市
内
の
よ
う
に
、
外
国
人
の
比
率
が
四
〇
％
以
上
を
数
え
る
地
域
で
は
、
地
方
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
が
激
変
す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、

　
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
政
府
は
、
五
年
を
超
え
な
い
居
住
年
数
を
、
「
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
権
」
を
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
政
府
が
外
国
籍
を
持
つ
E
U
　
㎜

　
　
市
民
に
付
与
し
、
外
国
籍
を
持
つ
E
U
市
民
が
「
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
選
挙
権
」
を
獲
得
す
る
た
め
の
条
件
と
し
、
「
被
選
挙
権
」
に
つ
い
て
は
一

　
　
〇
年
を
超
え
な
い
居
住
年
数
を
条
件
と
す
る
等
と
い
う
、
留
保
を
付
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
（
同
前
、
一
七
一
－
一
七
二
頁
（
中
曽
根
）
）
。

（
4
3
）
　
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
政
党
の
権
力
関
係
と
、
政
党
の
政
策
上
の
相
違
と
同
質
性
を
示
す
た
め
に
、
図
表
1
0
1
1
3
を
添
付
す
る
。

　
　
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
国
民
党
（
O
Q
o
＜
”
O
年
①
ω
魯
こ
①
o
プ
Q
り
o
N
一
巴
＜
o
＝
①
評
ω
8
昌
Φ
ご
が
首
班
指
名
を

　
　
受
け
、
L
S
A
P
な
い
し
民
主
党
（
一
）
勺
…
一
）
①
ゴ
D
O
評
『
p
⊃
辞
Φ
ω
O
『
℃
四
「
け
Φ
一
）
と
連
立
し
て
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
唯
一
の
例
外
は
、
一
九
七

　
　
四
年
七
月
に
組
閣
さ
れ
た
D
P
所
属
の
G
・
ト
ル
ソ
を
首
班
と
す
る
D
P
と
L
S
A
P
の
連
立
政
権
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ト
ル
ソ
政
権
も
前
政
権
の

　
　
政
策
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
C
S
V
、
L
S
A
P
、
D
P
と
い
う
主
要
三
政
党
の
間
で
、
以
下
の
四
点
に
つ
い
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
み

　
　
う
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

　
　
　
　
（
】
）
生
産
手
段
に
対
す
る
私
有
財
産
【
制
度
】
に
基
づ
い
た
「
社
会
的
に
修
正
さ
れ
た
市
場
経
済
（
Φ
ぎ
①
ω
o
N
一
巴
∋
o
α
三
巴
①
「
審
尋
霞
葬
書
同
マ

　
　
　
　
ω
o
げ
駄
こ
」

　
　
　
　
（
二
）
多
元
主
義
的
に
理
解
さ
れ
た
社
会
秩
序
の
表
明

　
　
　
　
（
三
∀
制
度
改
革
に
よ
る
政
治
的
秩
序
の
更
な
る
発
展

　
　
　
　
（
四
V
ア
ト
ラ
ン
チ
ィ
ク
同
盟
（
〉
二
p
。
コ
辞
δ
9
Φ
ω
じ
U
言
匹
三
。
。
”
N
A
T
O
を
意
味
す
る
）
と
欧
州
統
合
へ
の
積
極
的
参
与

　
　
　
（
O
｛
」
≦
ω
o
ぼ
。
①
拝
四
．
p
O
。
（
〉
昌
∋
．
＝
γ
Q
り
．
α
①
．
）

（
4
4
）
　
な
お
筆
者
は
、
各
国
の
軍
備
が
縮
減
さ
れ
て
、
国
際
警
察
（
P
K
O
・
P
K
F
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
賛
成
で
あ
る
。
但
し
、
こ
の
立
場
の
具
体

　
　
的
内
容
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
。

（
4
5
）
　
Z
o
N
o
∋
＝
ω
三
∋
凶
N
二
、
、
、
U
凶
Φ
国
三
乱
。
鉱
琶
α
q
匙
臼
冨
冨
昌
δ
9
8
＜
嘆
貯
ω
ω
仁
ロ
σ
q
ω
①
同
一
㊤
＆
．
げ
窯
Q
§
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
、
§
斡
一
㊤
①
卜
。
、
Q
り
誌
O
∵

　
　
お
Q
。
（
お
Q
。
V
．

　
　
　
ち
な
み
に
、
こ
の
文
献
に
記
載
さ
れ
た
統
計
上
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
天
皇
は
「
神
聖
に
し
て
、
神
の
よ
う
で
あ
る
」
と
み
な
す
人
々
は
二
・
一
％
。

　
　
天
皇
は
「
神
々
し
い
お
方
だ
が
、
神
で
は
な
い
」
と
み
な
す
入
船
は
二
〇
・
六
％
。
天
皇
は
「
尊
敬
す
べ
き
人
間
で
あ
る
」
と
み
な
す
人
々
は
三
五
・

　
　
○
％
。
天
皇
は
「
普
通
の
人
間
で
あ
る
」
と
み
な
す
人
々
は
三
七
・
一
％
。
天
皇
は
「
尊
敬
に
値
し
な
い
」
と
す
る
人
々
は
一
・
六
％
。
天
皇
は
「
国



欧州における独立国としての小国の地位

図表10：第二次世界大戦後のルクセンブルクにおける政権の交代

選挙期間 期　　間 内閣構成政党（議席数〉 与党の
c席総数

野党の
c席総数

19墨5．11．14～1946．　8．29 CSV（25）＋LSAP（11） 36 ユ5

1945．10．21 1946．　8．29～1947．　3．　1 CSV（25）十LSAP（ll）十GD（9）十KPL（5） 50 1

1947．　3．　1～1948．　7．ユ4 CSV（25）　　　　　　　十GD（9） 34 17

1948．6．6 1948．　7．14～1951．　7．　3 CSV（22）　　　　　　　＋GD（9） 31 20

ユ951．6．3 1951．　7、　3～1954、　6．29 CSV（2P＋LSAPq9〕 40 12

1954．5．30 1954，　6．29～1959．　3．　2 CSV｛26＞＋LSAP（17） 43 9

1959．2．1 1959．　3．　2～1964．　7．15 CSV（21）　　　　　　　＋DP（11） 32 20

1964．6．7 1964．　7．15～1969．　2．　6 CSV（22）＋LSAP｛2D 43 ユ3

1968．12．15 1969、　2．　6～1974．　6．19 CSV（21）　　　　　　　十DP（ll） 32 24

1974．5．26 1974，　6．19－1979．　7．16 LSAP（17｝＋DP（14｝ 31 28

19ア9．6．10 工979、　7．16～1984，　7．20 CSV（24）　　　　　　　十DPq5＞ 39 20

1984．6．18 1984．　7，2｛｝～1989．　7．14 CSV（25）＋LSAP（21＞ 46 18

1989．6．18 1989．　7，14～1994．　7．15 CSV（22）＋LSAP（18）　　　　　　　　　　　　　　40 20

1994．6．12 1994．7，15～ CSV（21）十LSAP〔17）　　　　　　　　　　　　　　38 22

（1）本図表は、若松ゼミ所属の増旧IL氏が作成したものに基つ一いて、　M．J．Laver／ian　Budge，釦吻Pσ’lo・

　α綴θo～，θアη耀剛Coσ〃’∫oη∫．　St．　Martin’s　Press，1992，　p．239．　Norbert　Lepミzy／Wichard　Woyke，

　88忽8η」A物46γ如ηげ6’五礁召詠うκ㎎，Leske＋Budrich，1985，　S．179．によって補完したものである。

②なおCSVはキリスト教社会国民党、

　　　LSAPはルクセンブルク社会労働者党、

　　　GDは愛国・民Lグループ、

　　　DPは民セ党、

　　　KPLはルクセンブルグ兵産党の略である。
（3｝現在の首相であるジャン・クローデ・ジュンカー（ノθ磁・ααz‘48ノ観罐ごのは、ユ982年ユ2月以来13年間に

　わた一）て、閣僚としての実績を重ねた後に、1995年1月目ジャック・サンテール（加ごg膨5、滋1漉のの後

　継者とな一）た。」．一C．ジュンカーは1990年に歴代のCSV議長の中で、最も若くしてCSV議長に選出さ

　れ、かつおそらく歴代の首相の中で最も若くして．首相となった入物である。（1～8耀6，Nr．4／95．S．26．一33．

v
A
～
摺
跳
首
て
な
つ
∂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
た
か

　
　
　
　
　
現
わ
継
れ
に
ま
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凶 、J．一C．ジよンカー内閣の構成は、　CSV　6閣僚、　LSAP　5閣僚、国務次官1名である。（Yves　Piron

らの私信による。）

民
の
搾
取
者
で
あ
る
」
と
す
る
人
々

は
一
・
一
％
。
天
皇
は
「
戦
争
犯
罪
人
」

と
す
る
人
々
は
二
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
天
皇
を
「
戦
争
犯
罪
人
」
と
断

定
す
る
「
極
論
」
に
、
筆
者
自
身
も
反

対
で
あ
る
。
筆
者
は
「
昭
和
天
皇
が
一

〇
〇
％
の
刑
事
上
（
ζ
凶
ヨ
ぎ
色
ご
の
罪

過
が
あ
る
」
戦
争
犯
罪
人
で
あ
る
と

は
思
わ
な
い
し
、
「
陛
下
が
、
あ
ら
ゆ

る
意
味
で
道
義
的
（
ヨ
。
惹
一
一
ω
o
ぽ
）
責

任
も
、
形
而
上
学
（
宗
教
）
的
（
ヨ
①
富
・

℃
ξ
ω
δ
O
す
）
責
任
も
↓
○
○
％
感
じ
て

い
な
か
っ
た
」
と
判
断
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
「
昭
和
天
皇
は
、
戦
争
責

任
の
】
端
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
」
と

推
察
で
き
る
し
、
「
陛
下
は
そ
の
す
べ

て
の
決
定
に
お
い
て
、
完
全
無
欠
で

あ
っ
た
と
自
己
主
張
す
る
こ
と
も
な

さ
ら
な
か
っ
た
」
で
あ
ろ
う
と
判
断

す
る
。
そ
の
政
治
的
（
℃
2
凶
口
叩
ε
責

任
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
（
七
〇
％
乃

至
九
〇
％
と
い
う
「
非
難
」
に
値
す
　
9
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

る
〉
蓋
然
性
の
程
度
ま
で
認
め
ら
れ



図表11：CSV、　LSAP、　DPの政策上の異同一覧

　　　　　　　　　　　　CSV

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教会との結び付き

地方

都市

市
民
的
文
化

社
A
怒
氏
・
E
L
E
義

　　　　　　　　　　　　社会政策ヒの改吊：路線

　　　　　　DPマ　一一＿一退
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LSAP

　　　　　　　自由経済

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民i三社会｝三義

本図表は、Michael　Schr（，en，∠）‘zs　Gγoβ’～6zzog加η乙z“θ溺伽御Studienver】ag　Dr．　N．

Brocklneyer，1986，　S，64．による。

　　　　図表12：ルクセンブルクにおける主要三政党の三極体制の構図

CSV

DP

LSAP

：

：　KPL
　　　　　　トロ

1　　　：
コ

，Gr伽e：
「　　　卜曹「一
l　　　I　　＝

右　　　　　経済政策しの左右の偏差

注）GrUneは緑の党。

右

社
会
政
策
し
の
左
右
の
．
偏
差

左

本図表は、M．　Schroen，　a，a，0．（Skizze　11），S，62．による。
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図表13　第＝次世界大戦後の選挙結果一得票率と議席数

1945

P0．21

1948

U．6

195工

U．3

1954

T．30

1959

Q．1

1964

U．7

1968

P2．15

1974

T．26

1979

U．1D

1984

U．18

1989

U．18

1994

U．12

得票率 44．7％ 36．3％ 42．1％ 45．2％ 38．9％ 35．7％ 37．5％ 29．9％ 36．4％ 36．6％ 32．4％ 29．7％

CSV
議席数 2

5
1
2

9 2
6

2
1

2
2

2
1

1
8

2
4

2
5

2
2

2
1

得票率 23．4％ 37．8％ 33．8％ 32．9％ 33．0％ 35．9％ 31．0％ 27．0％ 22．5％ 31．8％ 26．2％ 26．7％

LSAP
議席数 1

1
9 l
o

1
7

17 2
1

1
8

1
7

14 2
工

1
8

1
7

得票率
一 一 一 一 ｝ 一 一

10．1％ 6．4％
一 『 一SDP

議席数
一 一 『 『 一 一 『

5 2
『 一 一

得票率 18．0％ ll．6％ 20．9％ 12．3％ 20．3％ 12．2％ 18．0％ 23．3％ 21．9％ 20．4％ 17．2％ 18．4％自由主義

ｭ　党 議席数 9． 5 3 6 1
1

6 1
1

1
4

15 1
4
U 1

2

KPL
得票率 11．1％ 14．3％ 32％ 7．3％ 7．2％ 1D．4％ 13．1％ 8．8％ 4．9％ 4．4％ 4．4％ 1．9％

議席数 5 D 4 3 3 5 6 5 2 2 1 o

その他
得票率 2．9％

｝ 一
2．3％ 0．5％ 5．8％ 0．4％ LO％ 7．9％ 6．8％ 19．8％ 23．3％

議席数 1
一 一 一 ｝

2
一 一

2 2 8 1
0

注）1948年選挙は第1選挙区（定数20＞及び第2選挙区（定数6）、1951年選挙は第3選挙区（定数16）及

　び第4選挙区（定数1①で行われた。

（1｝本図表は、若松ゼミ所属の増田正氏が作成したものに基づいて、Tholnas　T、　Mackie／Richard

　Rose，中肋∫初θγ麗α飯〉ηα♂．4’η2α”αε舟（～プE飽ビ’o耀」月「～∫’oり’，3rd．　ed．，　Congerssiona［Quarterly，

　1991，p．3G7－3G8，　Table　15，4b，15．4c．　B駕～ξ8’劾伽S如ま召。，7．1994，　STATEC　Luxemburg，　p，321．に

　より補完した。

（2｝なお、SDPは社会民主党を意味し、

　　　自由恩義政党は、1945－51年には愛国・民主グループ、

　　　　　　　　　　　1954年　には民主グループ、

　　　　　　　　　　　1959－94年には民主党を意昧する。

（3｝その他の政党の内訳は、

　1945年は、東部選挙区無所属議員1名、

　1964年は、野並運動所属議員2名、
　1979脅舛ま、　軍籍登録者一斤属言義員1　名、

　　　　　　二二立二杜会党戸斤属言義員1　名、

　1984年は、緑・アルタナティー7所属議員2名、

　1989年は、緑・アルタナティーフ所属議員2名、

　　　　　　緑左派所属議員2名、
　　　　　　5／6年金そ丁重力下戸斤属議員4名、

　1994年は、緑・アルタナティーフ・緑左派所属議員5名、

　　および、5／6年金行動党所属議員5名である。

（4）このうち「5〆6年金行動党」とは、公共企業の退職時の給料の5／6の金額の年金を、民間企業の退職者

　にも要求する「単一政策のみを主張する特殊な野党（single－issue　opposition：Issue－orientierter

　Ad－hoc－Oppositionh、ないし圧力団体である。（Mackie／Rose，　ibld．，　p．301．〉
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た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
（
一
〇
％
乃
至
二
〇
％
と
い
う
「
自
戒
」
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
）
一
定
程
度
は
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
な
ら
、
四
〇

％
乃
至
六
〇
％
の
政
治
的
責
任
は
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
と
問
わ
れ
れ
ば
返
答
に
窮
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悩

　
な
お
、
一
般
に
罪
過
（
ω
9
三
α
）
を
、
①
刑
法
上
の
罪
過
、
②
政
治
上
の
罪
過
、
③
道
徳
上
の
罪
過
、
お
よ
び
④
形
而
上
の
罪
過
の
四
段
階
に
分
類

し
た
の
は
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
（
二
四
ユ
宣
ω
O
①
誘
）
で
あ
る
。
こ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
㈹
」

『
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
2
8
号
』
（
一
九
八
九
年
）
二
七
九
－
二
八
○
頁
を
参
照
。

　
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
「
多
様
な
見
解
を
認
め
る
民
主
社
会
」
に
あ
っ
て
は
、
「
責
任
」
の
程
度
は
判
断
す
る
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
良
い
と
思
う
。
し

か
し
、
こ
の
問
題
を
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
、
「
あ
る
部
分
に
お
い
て
は
責
任
を
感
じ
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
あ
る
部
分
に
お
い
て
は
責
任
が
認
め
ら

れ
る
が
、
あ
る
部
分
で
は
【
無
答
責
】
で
あ
っ
た
」
と
い
う
折
衷
論
（
少
数
説
〉
の
余
地
が
も
っ
と
認
め
ら
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
【
無
答
責
】
と
は
、
憲
法
学
上
、
国
家
元
首
に
は
政
治
的
・
法
的
責
任
は
み
と
め
ら
れ
ず
、
副
署
し
た
者
（
首
相
、
大
臣
）
が
政
治
的
・
法
的

責
任
を
負
う
と
い
う
制
度
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
一
二
月
一
六
日
に
第
九
一
帝
国
議
会
貴
族
院
本
会
議
に
お
い
て
、
皇
室
典
範
案
に
関
し
て
質
問
演
説

を
行
っ
た
南
原
繁
は
、
①
「
天
皇
は
］
切
の
政
治
上
・
法
律
上
の
責
任
を
も
た
れ
ぬ
こ
と
は
、
明
治
憲
法
［
第
3
条
］
に
い
う
『
天
皇
ハ
神
聖
ニ
シ
テ

侵
ス
ヘ
カ
ラ
ス
』
と
の
無
答
責
の
規
定
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
」
、
②
「
し
か
し
、
い
わ
ゆ
る
『
無
答
責
』
と
は
、
政
治
法
律
上
以
外
に
、
天
皇

の
道
徳
上
の
義
務
や
責
任
を
も
除
外
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
」
、
し
た
が
っ
て
③
「
祖
国
再
建
の
精
神
的
礎
石
は
国
民
の
象
徴
た
る
天
皇
の
御
進
退

に
か
け
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、
天
皇
制
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
「
天
皇
退
位
論
」
（
当
時
と
し
て
は
、
極
め
て
稀
な
少
数
説
）
を
主
唱
し
た
。
（
『
南

原
繁
著
作
集
第
九
巻
』
（
岩
波
書
店
・
一
九
七
三
年
）
一
〇
三
－
一
〇
四
、
一
〇
六
頁
。
）

　
こ
の
よ
う
な
折
衷
論
的
な
考
え
を
主
唱
し
え
た
の
は
、
南
原
繁
の
思
想
の
幅
の
広
さ
と
柔
軟
性
の
故
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
こ
の

時
の
天
皇
退
位
論
は
、
非
現
実
的
（
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
危
険
な
考
え
）
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ち
、
万
一
、
大
話
陛
下
が
自
発
的
に
御
退
位
し
た
場

合
に
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
部
（
の
反
日
論
者
の
中
）
に
は
、
天
皇
陛
下
を
戦
争
犯
罪
人
と
し
て
裁
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
、
強
硬
論
が
存
在
し

た
か
ら
で
あ
る
。
（
『
資
料
日
本
占
領
1
天
皇
制
』
（
大
月
書
店
二
九
九
〇
年
〉
四
二
九
－
四
三
〇
、
四
三
九
－
四
四
〇
頁
、
資
料
＝
｝
二
、
一
二
八
。
）

歴
史
の
進
展
は
、
時
と
し
て
そ
の
全
貌
を
（
我
々
の
目
か
ら
）
隠
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
支
持
す
る
考
え
の
全
て
が
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
こ
と
を
、

後
日
に
な
っ
て
始
め
て
判
明
さ
せ
る
。
反
ナ
チ
主
義
者
で
あ
る
と
同
時
に
反
共
主
義
者
で
あ
っ
た
南
原
の
主
張
も
、
か
よ
う
な
一
例
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。　
今
日
の
立
場
か
ら
見
て
、
一
応
妥
当
と
思
わ
れ
る
折
衷
論
（
少
数
説
）
と
し
て
は
、
例
え
ば
「
昭
和
天
皇
に
は
、
全
く
悪
し
き
意
図
は
な
く
、
【
心
情
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的
】
に
責
任
は
全
く
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
あ
ま
た
の
諸
国
民
が
【
天
皇
陛
下
の
名
の
下
で
行
わ
れ
た
】
太
平
洋
戦
争
で
、
生
命
を
失
っ
た
と
い
う
事

　
実
の
故
に
、
【
結
果
的
】
に
責
任
の
　
端
が
認
め
ら
れ
る
」
と
推
論
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
こ
れ
に
反
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
弊
害
が
多
分
に
認
め
ら
れ
た
旧
五
五
年
体
制
の
下
で
は
、
一
方
に
お
け
る
保
守
政
党
の
「
（
旧
日
本
政
府
の
）

　
戦
争
責
任
全
面
的
皆
無
論
」
に
対
し
て
、
革
新
政
党
の
【
権
利
】
と
し
て
の
「
（
旧
日
本
政
府
要
人
に
対
す
る
）
戦
争
責
任
徹
底
的
追
求
論
」
が
政
争
の

　
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
は
遺
憾
な
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
我
々
日
本
入
は
諸
外
国
の
戦
争
被
害
者
に
対
す
る
【
義
務
】
と
し
て
の
責
任
を
果

　
た
す
こ
と
が
、
大
切
で
あ
ろ
う
。
（
か
か
る
【
戦
争
責
任
義
務
論
】
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
㈲
」
『
早
稲
田
政

　
治
公
法
研
究
3
0
号
』
二
二
九
－
二
三
四
頁
を
参
照
。
）

　
　
な
お
、
一
般
に
法
治
国
家
に
お
い
て
、
あ
る
入
物
を
「
犯
罪
者
」
と
認
定
で
き
る
の
は
、
政
治
的
に
中
立
な
司
法
制
度
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
被

　
疑
者
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
、
（
日
本
の
場
合
に
は
）
三
審
制
度
に
よ
っ
て
慎
重
に
審
理
さ
れ
た
結
果
と
し
て
「
犯
罪
者
」
は
確
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に

　
反
し
て
、
（
言
論
の
自
由
が
認
め
ら
れ
る
）
マ
ス
コ
ミ
が
「
犯
罪
者
」
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
人
の
人
格
も
十
把
一
絡
げ
に
否
定
す
る
こ
と
が
多

　
　
い
。
特
に
（
伝
統
的
に
「
村
里
会
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
）
日
本
の
風
土
の
下
で
は
、
「
犯
罪
者
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
は
、
全
面
的
に
「
そ

　
　
の
入
お
よ
び
そ
の
人
の
親
族
」
を
白
眼
視
（
し
て
、
村
入
谷
と
V
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
し
て
あ
る
入
を
「
犯
罪
者
」
と
非
難
す
る
こ
と
は
、
そ

　
　
の
入
と
の
あ
ら
ゆ
る
妥
協
の
余
地
を
無
視
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
建
設
的
な
和
解
の
た
め
の
提
言
を
否
定
す
る
危
険
性
を

　
は
ら
ん
で
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
犯
罪
者
」
と
非
難
す
る
こ
と
は
、
そ
の
人
と
の
全
て
の
（
正
常
な
）
人
間
関
係
を
破
綻
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に

　
私
見
に
よ
れ
ば
、
非
難
し
訴
え
る
側
の
人
間
破
壊
の
程
度
の
方
が
、
非
難
さ
れ
訴
え
ら
れ
た
側
の
人
間
破
壊
の
程
度
よ
り
も
、
著
し
い
（
場
合
が
多
い
）

　
と
思
う
。
こ
れ
は
、
他
者
を
安
易
に
訴
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
（
の
主
張
）
を
過
剰
に
正
当
化
し
て
、
か
く
し
て
、
訴
え
た
本
人
の
人
間
性
が
崩

　
壊
す
る
（
可
能
性
が
あ
る
）
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
犯
罪
者
」
と
い
う
言
葉
が
持
つ
危
険
性
と
一
般
的
含
意
に
照
ら
し
て
、
こ
の
言
葉
は
慎
重

　
　
に
用
い
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
裏
返
し
て
言
え
ば
、
仮
に
「
天
皇
陛
下
（
昭
和
天
皇
）
は
（
法
的
に
V
戦
争
犯
罪
人
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
（
道
義
的
に
）
戦
争
責
任
の
一
端
は

　
感
じ
て
お
ら
れ
た
お
方
で
あ
る
」
と
い
う
、
設
問
を
設
定
し
て
い
た
な
ら
ば
、
（
も
と
よ
り
少
数
説
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
）
二
・
五
％
よ

　
　
り
も
多
く
の
人
々
が
、
肯
定
的
な
回
答
を
示
し
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
4
6
）
　
拙
稿
＝
九
一
九
年
九
月
二
八
目
の
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
大
公
国
国
民
投
票
－
議
会
外
野
党
の
行
動
を
契
機
と
し
て
i
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
5
0
　
9
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
号
』
（
一
九
九
五
年
）
六
一
！
一
〇
三
頁
。



（
4
7
）
　
例
え
ば
、
本
島
等
長
崎
鍔
元
市
長
は
、
五
島
列
島
の
隠
れ
キ
リ
ス
タ
ン
の
出
身
者
で
あ
る
。
（
2
0
「
∋
四
固
色
里
奪
ミ
鳴
肉
鶏
§
ミ
織
導
§
晦

　
　
肉
ミ
鷺
き
き
勺
雪
匪
㊦
o
コ
U
d
o
o
冒
P
H
㊤
㊤
一
．
ノ
ー
マ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
著
、
大
島
か
お
り
訳
『
天
皇
の
逝
く
国
で
』
（
み
す
ず
書
房
・
一
九
九
四
年
）
二
八
八
　
鵬

　
　
－
二
八
九
、
二
九
八
頁
。
）
長
崎
県
出
身
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
者
は
、
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
者
の
約
九
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

　
　
こ
と
か
ら
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
座
五
〇
万
人
の
う
ち
、
約
九
割
が
長
崎
県
人
で
あ
る
と
大
雑
把
に
推
定
で
き
る
。
長
崎
県
の
人
口
が
約
一
五
七
万

　
　
人
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
県
民
の
約
三
〇
％
弱
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
（
『
知
恵
蔵
一
九
九
四
』
（
朝
日
新
聞
社
）
九

　
　
五
八
頁
を
参
照
。
）
こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
本
島
等
元
市
長
は
、
（
日
本
国
内
の
少
数
派
（
早
言
。
下
面
で
あ
る
）
カ
ト
リ
ッ
ク
の
戦
争
責
任
論
に

　
　
基
づ
い
て
自
軍
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
圧
倒
的
多
数
派
の
神
道
・
仏
教
系
の
戦
争
観
に
基
づ
い
て
自
説
を
展
開
し
た
わ
け
で
は
な
い
の

　
　
で
あ
る
。

（
4
8
）
　
従
来
、
筆
者
は
、
ω
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
、
日
本
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
、
＝
二
六
〇
万
人
（
こ
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
人
間
の
尊

　
　
厳
と
人
間
性
に
対
す
る
犯
罪
②
1
政
治
制
度
の
基
底
に
あ
る
も
の
一
」
『
早
稲
田
社
会
科
学
研
究
4
9
号
』
（
一
九
九
四
年
）
五
〇
頁
、
表
1
に
よ
る
。
V

　
　
に
及
ぶ
犠
牲
者
の
数
と
、
②
戦
前
・
戦
中
に
お
い
て
、
政
治
機
構
論
上
、
議
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
外
に
存
在
し
た
「
旧
天
皇
の
（
軍
事
）
大
権
」
（
例

　
　
え
ば
、
旧
憲
法
第
一
一
条
か
ら
第
＝
二
条
。
旧
天
皇
制
の
「
統
帥
大
権
」
を
含
む
「
大
権
政
治
制
」
に
つ
い
て
は
、
田
上
穣
治
編
「
体
系
憲
法
事
典
』

　
　
（
青
林
書
院
新
社
・
一
九
七
四
年
∀
二
二
九
i
二
三
一
頁
（
川
北
洋
太
郎
）
を
参
照
。
）
の
二
点
に
対
す
る
反
省
の
念
に
照
ち
し
て
、
旧
天
皇
制
を
全
面

　
　
的
に
肯
定
で
き
な
い
、
世
論
の
状
況
の
下
で
研
究
し
て
き
た
。

　
　
　
し
か
し
、
こ
の
ハ
イ
ソ
氏
お
よ
び
ピ
ロ
ン
氏
と
の
会
話
が
、
（
個
人
的
に
は
）
筆
者
を
し
て
、
（
旧
天
皇
制
と
異
な
る
）
現
行
天
皇
制
の
消
極
的
な
支

　
　
持
者
へ
と
導
い
た
。
つ
ま
り
、
平
和
的
な
与
野
党
間
で
の
政
権
交
代
を
目
的
と
す
る
以
上
、
少
な
く
と
も
儀
礼
的
国
家
元
首
で
あ
り
続
け
る
限
り
、
百

　
　
歩
譲
っ
て
も
現
行
天
皇
制
は
「
必
要
悪
」
以
下
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
肯
定
的
に
考
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
比
較
政
治
制

　
　
送
気
的
に
オ
ラ
ン
ダ
の
王
制
に
な
ぞ
ら
え
て
考
え
て
み
る
と
、
「
九
〇
％
に
上
る
圧
倒
的
多
数
の
オ
ラ
ン
ダ
王
制
支
持
は
、
必
ず
し
も
、
オ
ラ
ン
ダ
国
王

　
　
家
の
地
位
に
関
す
る
個
別
の
規
定
、
な
い
し
、
個
々
の
政
策
遂
行
・
条
項
運
用
上
の
問
題
点
に
対
す
る
批
判
が
、
全
く
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で

　
　
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
（
Z
o
吾
①
詳
い
Φ
℃
ω
N
蜜
＼
を
ぱ
げ
笛
「
愚
論
。
鴇
P
b
o
鳴
喧
§
h
＞
ぜ
蹴
ミ
ミ
お
織
魯
卜
§
鳴
ミ
魯
ミ
お
ピ
①
ω
貯
Φ
＋
し
d
ロ
匹
ユ
。
互
6
Q
。
9
ω
■

　
　
重
し
し
た
が
っ
て
、
筆
者
は
「
現
行
天
皇
制
の
現
在
の
運
用
の
仕
方
の
み
」
が
最
上
か
つ
完
全
無
欠
で
あ
っ
て
、
改
良
の
余
地
が
全
く
な
い
と
主
張
す

　
　
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
例
え
ば
、
一
九
九
三
年
九
月
五
日
に
イ
タ
リ
ア
を
公
式
訪
問
さ
れ
た
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
は
、
ロ
ー
マ
近
郊
の
ピ
ス
ト
イ
ア
市
で
歓
迎
演
奏
会
に



欧州における独立国としての小国の地位

　
　
臨
ま
れ
た
。
演
奏
会
終
了
後
、
皇
后
陛
下
に
ぜ
ひ
と
も
ピ
ア
ノ
演
奏
を
と
の
誘
い
が
あ
り
、
飛
び
入
り
で
「
グ
ノ
ー
の
ア
ベ
マ
リ
ア
」
を
演
奏
さ
れ
た

　
　
と
い
う
。
侍
従
に
よ
る
と
、
人
前
で
皇
后
陛
下
が
演
奏
さ
れ
た
の
は
、
記
憶
に
な
い
と
い
う
。
（
『
読
売
新
聞
』
一
九
九
三
年
九
月
六
日
、
三
〇
面
。
）
こ

　
　
れ
は
、
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
な
ら
ぬ
、
『
ピ
ス
ト
イ
ア
の
休
日
』
の
よ
う
で
、
日
本
国
内
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
皇
室
の
方
々
が
日

　
　
本
国
内
で
も
、
（
警
備
な
い
し
警
護
の
心
配
な
く
）
も
っ
と
自
由
に
振
る
舞
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
も
う
少
し
後
世
の
こ
と
に
な
る
の
で

　
　
は
な
い
か
。
こ
う
思
う
と
若
干
残
念
で
あ
る
。

（
4
9
）
　
実
は
、
筆
者
は
『
社
会
科
学
部
報
第
二
七
合
目
（
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
部
・
一
九
九
二
年
＝
一
月
）
所
収
の
「
座
談
会
・
若
手
新
任
教
員
お
お
い
に

　
　
語
る
」
二
頁
の
中
で
、
「
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
一
回
ぐ
ら
い
政
権
交
代
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
、
研
究
を
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た
。
だ

　
　
が
、
筆
者
の
（
行
間
に
隠
さ
れ
た
真
の
）
意
図
は
、
第
］
に
野
党
第
】
党
（
社
会
党
V
の
現
実
的
政
策
へ
の
「
政
策
転
換
」
が
生
じ
て
、
第
二
に
社
会

　
　
党
が
総
選
挙
で
そ
れ
相
当
の
支
持
を
得
て
「
左
の
国
民
政
党
」
と
認
知
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
政
権
交
代
が
起
き
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
し
た
が
っ
て
、
一
九
九
三
年
八
月
に
誕
生
し
た
細
川
護
煕
政
権
と
一
九
九
四
年
六
月
に
生
ま
れ
た
村
山
富
市
政
権
と
い
う
、
（
社
会
党
を
含
む
）
二
回
の

　
　
政
権
交
代
は
、
筆
者
の
予
想
外
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
一
部
の
（
左
翼
的
な
）
学
生
は
、
あ
た
か
も
筆
者
が
政
権
交
代
を
予
測
し
た
か
の
ご
と
き
錯
覚

　
　
を
抱
く
か
も
し
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
、
表
面
上
の
事
実
と
し
て
は
「
予
測
は
正
し
か
っ
た
」
と
受
け
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
生
起

　
　
し
た
出
来
事
の
猪
突
猛
進
的
な
速
度
お
よ
び
順
序
と
、
筆
者
が
想
定
し
た
学
問
的
な
道
筋
と
は
「
異
な
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
一
九
九
四
年
度
お
よ
び
一
九
九
五
年
度
の
早
稲
田
大
学
特
定
課
題
研
究
助
成
費
、
お
よ
び
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
度
文
部
省
科
学
研

究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
A
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
執
筆
の
最
終
段
階
で
一
九
九
五
年
七
月
八
日
に
、
早
稲
田
大
学
社
会
科
学
研

究
所
E
U
部
会
で
発
表
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
そ
こ
で
の
助
言
や
教
え
に
基
づ
い
て
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
。
E
U
部
会
の
諸
先
生
方
に
感
謝
し
た
い
。197


